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1. はじめに 

 
本報告書は，文部科学省科学技術人材育成費補助事業「科学技術人材育成のコンソーシアムの構

築事業（次世代研究者育成プログラム）」に採択された「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」

（HIRAKU）の，開始後 6 年目である 2019 年度の活動とその成果をまとめたものです。 
「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」は，広島大学が代表機関，山口大学と徳島大学が共同

実施機関として，また，本書で述べるように，多くの連携機関の協力を得て，推進しています。博

士課程後期学生を含む若手研究人材の育成を目的とするプラットフォーム（HIRAKU-PF）を共同

で構築し，自己啓発や専門的能力開発の環境をつくり，また，長期インターンシップや共同研究等

の機会を増やしています。さらに，テニュアトラック研究者をコンソーシアムとして共同で公募・

選考し，より多くの優秀な若手研究人材を国内外から集め，多様な研究環境と雇用形態を提供して

います。また，優秀な女性研究者に活躍の場を提供する取組も進めています。 
若手研究人材の養成やキャリアスタート支援は，一つの大学だけでできるものではありません。

社会全体の問題として，多くの機関が協力して行うものです。本コンソーシアムはこの考え方を基

調として，問題意識を共有している大学や企業等が，組織の壁を越えて，連携し実施しています。

HIRAKU では，代表及び共同実施機関の 3 大学だけでなく，多くの連携大学に所属する大学院生に

も，長期インターンシップに派遣する機会を提供しています。 
広島大学では，科学技術人材育成費補助金「イノベーション創出若手研究人材養成」に採択され

た「地方協奏による挑戦する若手人材の養成計画」（平成 21（2009）～平成 25（2013）年度）の取

組により，若手研究人材を社会に輩出する，ということを意識して実施するようになりました。ま

た，科学技術人材育成費補助金「女性研究者養成システム改革加速」に採択された「広大システム

改革による女性研究者活躍促進」（平成 22（2010）～平成 26（2014）年度）の取組により，女性限

定公募と女性研究者支援を実施してきています。「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」は，これ

ら二つの取組を実施してきた経験と実績をふまえて，事業全体を設計し，実行しています。 
本事業は，平成 26（2014）～令和 3（2021）年度の 8 年間の予定で実施しています。平成 28

（2016）年度に中間評価を受けました。すべての項目で所期の計画どおりに取組を進めている，と

認められ，また，大きな波及効果があることも認めていただきました。この事業は，平成 30（2018）
年度で補助期間が終了しております。持続可能な，そして，より効果的な影響を及ぼしていくよう

に，これまでの取組内容と成果を検証しつつ，事業を継続しています。ここに，開始 6 年目の活動

と実績をまとめております。本事業の活動状況をご覧いただき，ご忌憚のないご意見をいただきた

いと考えております。 
これからも若手研究人材の育成と多様なキャリアパスの構築にご支援いただきますよう，どうぞ

よろしくお願いいたします。 
 
 

令和 2（2020）年 3 月 1 日  
広島大学 理事・副学長（大学改革担当） 
大学院理学研究科 教授 

相田  美砂子 
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2. 「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」の概要 

「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」は，平成 26（2014）年度文部科学省科学技術人材育成

費補助事業「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業（次世代研究者育成プログラム）」に申

請し，採択された。 
本報告書は，開始後 6 年目となった令和元（2019）年度の成果をまとめたものである。 

 
2-1. 概要 

コンソーシアムの名称： 未来を拓く地方協奏プラットフォーム 
代表機関名：      国立大学法人広島大学 
総括責任者名：  広島大学長 
共同実施機関名：  国立大学法人山口大学，国立大学法人徳島大学 
実施予定期間：  平成 26（2014）年度～令和 3（2021）年度 
取組の概要：  

中国・四国地方を中心とする西日本の大学等を中心としたコンソーシアムを構築し，共同でテ

ニュアトラック研究者を公募，選考する。より多くの優秀な若手研究人材を国内外から集める。

多様な雇用・流動形態（クロスアポイントメント，ラボローテーション等）の導入により，彼ら

が異なる知と交わり，ネットワークを構築できるよう支援する。女性枠を設定し，女性の活躍促

進につなげる。 
博士課程後期学生を含む若手研究人材が，地域や国際社会を変革するイノベーターとして自立

できるよう，彼らの実践的な養成・活用を可能とするプラットフォームを共同で構築する。トラ

ンスファラブルスキル養成に必要なリソースの共有を図り，シーズ・ニーズのマッチングにより，

インターンシップ，就職，共同研究等の機会を増やす。 
若手研究人材の養成・活用を通じて，コンソーシアム内外の知の循環を加速させ，地域全体の

社会的課題の解決やイノベーション創出を図り，地方創生につなげる。 
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2-2．連携機関 

 
令和2（2020）年2月末現在の連携機関は次のとおりであり，計63機関（50音順）である。 

 
国立大学法人                                公私立大学法人 

 
 
 

  

1 愛媛大学 
2 岡山大学 
3 香川大学 
4 岐阜大学 
5 高知大学 
6 島根大学 
7 鳥取大学 
8 鳴門教育大学 

9 
国立遺伝学研究所／ 
総合研究大学院大学生命科学研究科 
遺伝学専攻 

1 県立広島大学 
2 高知工科大学 
3 広島市立大学 
4 広島国際大学 
5 立命館大学 
  

  
行政 

1 広島県 

－ 3－
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公的研究機関  
1 国立研究開発法人産業技術総合研究所四国センター 
2 国立研究開発法人産業技術総合研究所中国センター 
3 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構西日本農業研究センター 
4 独立行政法人酒類総合研究所 

 
公的団体 

1 公益財団法人くれ産業振興センター 
2 一般社団法人中国経済連合会 
3 一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会 
4 地方独立行政法人山口県産業技術センター 

 
企業 

1 株式会社あじかん 
2 株式会社アビー 
3 EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング株式会社 
4 大塚製薬株式会社 
5 倉敷紡績株式会社 
6 株式会社計測リサーチコンサルタント 
7 株式会社サタケ 
8 三新化学工業株式会社 
9 JFEスチール株式会社 
10 株式会社ジェイ・エム・エス 
11 株式会社ジェーイーエル 
12 シュプリンガー・ネイチャー 
13 昭和電工株式会社 
14 中外テクノス株式会社 
15 中国電力株式会社エネルギア総合研究所 
16 帝人ナカシマメディカル株式会社 
17 東ソー株式会社 
18 株式会社東洋高圧 
19 株式会社トクヤマ 徳山製造所 
20 戸田工業株式会社 
21 西川ゴム工業株式会社 
22 日本アイ・ビー・エム株式会社 
23 株式会社日本製鋼所 広島製作所 
24 日本製鉄株式会社 技術開発本部 
25 日本ハム株式会社 中央研究所 
26 株式会社野村総合研究所 

－ 4－
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27 株式会社フェニックスバイオ 
28 富士通株式会社 西日本営業本部 関西文教統括営業部 
29 フマキラー株式会社 
30 ベネッセ教育総合研究所 
31 株式会社ペンタスネット 
32 マツダ株式会社 
33 株式会社MICOTOテクノロジー 
34 三菱ケミカル株式会社 大竹研究所 
35 三菱重工株式会社 広島製作所 
36 三菱日立パワーシステムズ株式会社 呉工場 
37 メドエルジャパン株式会社 
38 矢崎総業株式会社 技術研究所 
39 株式会社リバネス 

 
海外機関 

1 Vitae（イギリス） 
 
 

2–3．推進体制 

運営協議会は，実施機関である広島大学，山口大学，徳島大学の各担当理事，本事業の実施責任

者，およびプログラム責任者で構成する。また，運営協議会のサブ組織として拡大運営協議会を置

く。拡大運営協議会は，運営協議会に連携機関の実施責任者を加えたメンバーで構成する。                  

－ 5－
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運営協議会において，コンソーシアム全体および各機関の意思疎通を図る。運営協議会の下にコ

ンソーシアム実行委員会を設置し，コンソーシアムとしての活動を進める。各実施機関においては，

それぞれ実行委員会等を設置し，活動を進める。 
運営協議会，拡大運営協議会，コンソーシアム実行委員会を必要に応じ開催し，各機関の事情を

ふまえながらコンソーシアム全体としての方針を決定し，実行する。 
 

2-3-1．令和元（2019）年度の推進体制 

(1) コンソーシアムとしての責任者 
総括責任者：     広島大学 学長                    越智 光夫 
実施責任者：     広島大学 理事・副学長（大学改革担当）     相田 美砂子 
運営協議会責任者：  広島大学 理事・副学長（社会産学連携担当）   河原 能久 

（担当事務：学術・社会連携室学術・社会連携部 
学術・社会連携支援GL  角田 尚子） 

運営協議会メンバー： 山口大学 理事・副学長（学術研究担当）     堀  憲次 
徳島大学 理事・副学長（研究担当）       佐々木 卓也 
広島大学 理事・副学長（大学改革担当）     相田 美砂子 
広島大学 グローバルキャリアデザインセンター 

副センター長 教授         三須 敏幸 
 

コンソーシアム実行委員会： 
「テニュアトラック導入による若手研究者の自立・流動促進プログラム」責任者 

広島大学 理事・副学長（大学改革担当）     相田 美砂子 
「イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム」責任者 

広島大学 グローバルキャリアデザインセンター 
副センター長 教授         三須 敏幸 

 
(2) 各実施機関の責任者 

◆広島大学 
「テニュアトラック導入による若手研究者の自立・流動促進プログラム」 

広島大学 理事・副学長（研究担当）        楯 真一 
（担当事務：学術・社会連携室学術・社会連携部 

学術・社会連携企画GL  小左古 学） 
 

「イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム」 
広島大学 グローバルキャリアデザインセンター長  江坂 宗春 

（担当事務：教育室教育部キャリア支援GL 地藏堂 聡） 
 

◆山口大学 
山口大学  理事・副学長（学術研究担当）      堀 憲次 

（担当事務：学術研究部研究推進課長  松本 勝典） 
 

◆徳島大学 
徳島大学  理事・副学長（研究担当）        佐々木 卓也 

（担当事務：研究推進部産学連携・研究推進課長  小西 浩司） 
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2-3-2．HIRAKU 運営協議会事務局 

◆令和元（2019）年度 
 

専任職員 
推進員（事務統括）     山本 正和 
事務職員（教育室）     梶田 真理（キャリア支援G主任） 
コーディネーター      都留 良男 
コーディネーター      宮地  壽 
推進員           岡崎 亜紀子 
推進員           福見 朋子 
推進員           久保 叔子 
事業担当システム開発    細川 志織 
事業担当システム開発    坂宗 和明 

 
協力職員 

    学術・社会連携室            角田 尚子（学術・社会連携支援GL） 
宮  秀貴（学術・社会連携支援G主査） 
林  あい子（学術・社会連携企画G員） 

 
 

2-3-3．HIRAKU 運営協議会開催実績 

 
(1) 第 31 回 HIRAKU 運営協議会 
【日 時】 令和元（2019）年 8 月 8 日（木）16：00～17：00 
【場 所】 山口大学吉田キャンパス 大学会館 2 階 セミナー室 
【出席者】 （山口大学）堀理事，（徳島大学）佐々木理事 

（広島大学）相田理事，原社会連携部長（河原理事代理），三須教授 
                                                             他 9 名（合計 14 名） 

【議題と報告事項】 
・長期インターンシップの最終評価について 
・コンソーシアム教員の年度評価について 
・コンソーシアム教員の中間評価について 
・コンソーシアム教員の最終評価について 
・第 11 期（2019 年度後期）コンソーシアム教員公募について 
・第 12・13 期（2020 年度）コンソーシアム教員公募について 
・2014-2019 年度コンソーシアム教員の採用状況について 
・「未来博士３分間コンペティション 2019」について     ほか 

 
(2) 第 32 回 HIRAKU 運営協議会 
【日 時】 令和元（2020）年 2 月 7 日（金）15：45～16：45 
【場 所】 徳島大学常三島キャンパス 産官学連携プラザ 3F 日亜ホール 
【出席者】 （山口大学）堀理事，（徳島大学）佐々木理事 

（広島大学）河原理事，相田理事，三須教授 
                                                             他 14 名（合計 19 名） 
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【議題と報告事項】 
  ・HIRAKU 事業の運営体制の見直しについて 
  ・令和 2 年度の実施計画について 

・長期インターンシップの募集要項について 
・HIRAKU 連携機関の登録について 
・「未来博士３分間コンペティション 2020」の企画及び「未来博士３分間コンペティション 

2019」の開催報告について 
  ・2019 年度長期インターンシップ派遣状況について 
  ・第 12・13 期（2020 年度）コンソーシアム教員公募について 

・コンソーシアム教員の年度評価について 
・コンソーシアム教員の中間評価について 
・コンソーシアム教員の最終評価について 
・2014-2019 年度コンソーシアム教員の採用状況について 
・令和元（2019）年度成果報告書の作成について     ほか 
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2-4. 年次計画（数値目標） 

 
2-4-1. コンソーシアム教員の採用人数 

  

平成 26 

(2014) 

年度 

平成 27 

(2015) 

年度 

平成 28 

(2016) 

年度 

平成 29 

(2017) 

年度 

平成 30 

(2018) 

年度 

平成 31／令和元 

(2019) 

年度 

令和 2 

(2020) 

年度 

令和 3 

(2021) 

年度 

春着任  第 2 期 第 4 期 第 6 期 第 8 期 第 10 期 第 12 期 第 14 期 

秋着任 
第 1 期

（冬） 
第 3 期 第 5 期 第 7 期 第 9 期 第 11 期 第 13 期 第 15 期 

広島大学 4 5 6 6 6 6 6 6 

山口大学 0 2 1 1 1 1 1 1 

徳島大学 0 1 1 1 1 1 1 1 

計 4 8 8 8 8 8 8 8 

 
2-4-2．長期インターンシップ生の派遣人数 

 

平成 26 

(2014) 

年度 

平成 27 

(2015) 

年度 

平成 28 

(2016) 

年度 

平成 29 

(2017) 

年度 

平成 30 

(2018) 

年度 

平成 31／令和元 

(2019) 

年度 

令和 2 

(2020) 

年度 

令和 3 

(2021) 

年度 

前期  第 2 期 第 4 期 第 6 期 第 8 期 第 10 期 第 12 期 第 14 期 

後期 第 1 期 第 3 期 第 5 期 第 7 期 第 9 期 第 11 期 第 13 期 第 15 期 

広島大学 4 14 14 14 14 14 14 14 

山口大学 0 2 2 2 2 2 2 2 

徳島大学 2 2 2 2 2 2 2 2 

計 6 18 18 18 18 18 18 18 
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3. テニュアトラック導入による若手研究者の自立・流動促進プログラム 

 
3-1. コンソーシアム教員の公募・審査・採用実績 

 
平成 26(2014) 

年度 
平成 27(2015)年度 平成 28(2016)年度 

春着任  第 2 期  第 4 期  

秋着任 第 1 期(冬)  第 3 期  第 5 期 

広島大学 4 2(2) 3(1) 2(2) 4(4) 

山口大学 0 2 0 1(1) 0 

徳島大学 0 0 1 1 0 

公募開始 
平成 26(2014)年 

11 月 25 日 

平成 26(2014)年 

12 月 26 日 

平成 27(2015)年 

4 月 28 日 

平成 27(2015)年 

10 月 13 日 

平成 28(2016)年 

4 月 28 日 

公募締切 
平成 26(2014)年 

12 月 22 日 

平成 27(2015)年 

1 月 29 日 

平成 27(2015)年 

6 月 25 日 

平成 27(2015)年 

12 月 10 日 

平成 28(2016)年 

6 月 30 日 

コンソーシアム内 

公開ヒアリング 

平成 27(2015)年 

1 月 23 日 

平成 27(2015)年 

3 月 5 日 

平成 27(2015)年 

8 月 26 日 

平成 28(2016)年 

2 月 29 日 

平成 28(2016)年 

8 月 26 日 

採用者計 4[2] 4[2] 4[1] 4[4] 4[4] 

 平成 29(2017)年度 平成 30(2018)年度 
平成 31／令和 1 

(2019)年度 

春着任 第 6 期  第 8 期  第 10 期 

秋着任  第 7 期  第 9 期  

広島大学 2(1) 4(2) 3(2) 3(2) 3(1) 

山口大学 0 1 0 1 0 

徳島大学 1 0 0 1 0 

公募開始 
平成 28(2016)年 

10 月 11 日 

平成 29(2017)年 

3 月 10 日 

平成 29(2017)年 

9 月 1 日 

平成 30(2018)年 

2 月 2 日 

平成 30(2018)年 

8 月 2 日 

公募締切 
平成 28(2016)年 

12 月 12 日 

平成 29(2017)年 

5 月 15 日 

平成 29(2017)年 

10 月 31 日 

平成 30(2018)年 

4 月 2 日 

平成 30(2018)年 

10 月 1 日 

コンソーシアム内 

公開ヒアリング 

平成 29(2017)年 

2 月 1 日 

平成 29(2017)年 

7 月 31 日 

平成 29(2017)年 

12 月 25 日 

平成 30(2018)年 

7 月 19 日 

平成 30(2018)年 

12 月 13 日 

採用者計 3[1] 5[2] 3[2] 5[3] 3[1] 

 
平成 31／令和元 

(2019)年度 
令和 2（2020）年度   

春着任  第 12 期    

秋着任 第 11 期  第 13 期   

広島大学 3(1) 4(1) 2(1)   

山口大学 1 0 1   

徳島大学 1 1(1) 0   

公募開始 
平成 31(2019)年 

3 月 26 日 令和 1 年(2019)年 

7 月 29 日以降随時 

  

公募締切 
平成 31(2019)年 

5 月 27 日 
  

コンソーシアム内 

公開ヒアリング 
    

採用者計 5[2] 5[3] 3[1]予定   

  （括弧内の数）→女性限定公募の件数（内数） 

［括弧内の数］→採用者の内の女性の数［内数］ 

 

「次世代研究者」の公募について，本コンソーシアムでは，実施機関（広島大学，山口大学，徳

島大学）がそれぞれ事業計画及び大学の計画に従った募集分野・人数・職階の候補を提案し，コン

ソーシアム運営協議会において決定した後，コンソーシアムで公募，選考を行い，実施機関で採用

を行っている（本スキームで採用された教員を，以下コンソーシアム教員と記す。）公募の実施に

あたっては，運営協議会での決定を受けて，コンソーシアム実行委員会と事務局が実施している。 
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コンソーシアム教員の公募にあたっては，実施機関側にはその職に求める条件として，テニュア

トラック制での処遇を求めている。また，各実施機関内での早期定着，安定的で迅速な研究環境の

確保，雇用後の流動性の担保などの観点から，各大学の制度に則った上で，いわゆる定員枠の教員

と可能な限り同じ取扱いを求めている。そのため，広島大学では，コンソーシアム教員について，

特殊な職階を設定せず，全て（通常の）助教として公募，採用している。 
 

コンソーシアム教員となるものについては，以下の点を共通した要件としている。 
・博士号を取得後 10 年以内(※1)又は同等程度の研究経歴(※2)を有し，かつ，40 歳未満(※3)で

ある若手研究者（ただし，臨床研修を課せられた医学系分野においては 43 歳未満） 
※1 産前・産後休暇および育児休暇を取得した方は，その取得期間について 10 年を越えるこ

とが可能。 
※2 博士課程に標準年限以上在学し，所定の単位を修得した上，退学した（いわゆる「満期退

学者」）で，退学後 10 年以内の研究者。 
※3 文部科学省の平成 26（2014）年度科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業による

補助対象のため，雇用対策法施行規則第 1 条の 3 第 1 項第 3 号ニに該当するとして実施。 
・英語によるコミュニケーション能力を有すること。 
・日本語又は英語による学部・大学院生への授業及び研究指導ができること。 
・科学技術イノベーションの実現に向けて積極的な研究活動を行う意志をもつこと。 

 
これらの共通する要件に加え，各機関・分野で必要と認められた要件については，特有事項とし

て加えている。 
世界中から優秀かつ多様な人材を呼び込むために，国際公募とし，海外にも積極的に情報を展開

している。また，公募要領上では，各機関で共通する内容については，可能な限り詳細な情報を掲

示すると共に，各機関・分野の HP などを紹介し，外国在住者でも応募しやすくなるよう心がけた。

さらに，国内外から寄せられた問い合わせに対しては，事務局で可能な限り迅速かつ丁寧な対応を

行った。 
従来の教員公募においては，各機関の人事担当部署及び各公募の責任教員が直接個別に対応して

おり，特に国際公募では大きな負担となっているが，これをコンソーシアムとして一括で対応し，

Q&A として公開することで，応募者，事務双方の負担の軽減を図っている。 
加えて，女性教員の少ない分野では，各実施機関に対して女性限定公募を行うよう積極的に働き

かけており，その結果，第 11 期（令和元（2019）年度後期採用）までの 44 件の公募のうち 20（再

公募 1 件を含む）件を女性限定公募として行った。また，女性限定公募でない場合も，公募要領上

に女性研究者への支援を明記し，各機関の環境整備状況を明記することにより，女性への積極的な

応募を促している。 
第 11 期（令和元（2019）年度後期採用）までに，外国籍教員の採用は 2 割近い 8 名となってお

り，全採用教員 44 名のうち半数以上にあたる 24 名の女性教員の採用につながった。研究分野のみ

でなく，ジェンダー，国籍などで多様なメンバーで構成されていると言える。 
コンソーシアム教員は，各分野での優秀な教員候補であるのみならず，多様な人材に対してリー

ダーシップを発揮しなければならない将来の産学官のリーダー候補であるが，本コンソーシアムで

はその目的に沿った人材を公正なシステムに基づいて採用できている。 
なお，応募にあたっては，以下の内容を共通して求めている。 
①  履歴書 
②  業績リスト※ 主要論文（5 編以内）のコピーを添付すること。 
③  これまでの研究概要（A4 4 ページ以内，図表含む） 
④  本コンソーシアムにおける研究計画（A4 4 ページ以内，今後 5 年間の研究計画） 
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⑤  科学技術イノベーションへの貢献に向けた抱負 
⑥  推薦者リスト（推薦者の所属，氏名，電話番号，電子メールアドレスを 2 名分記載） 
公募情報は，JREC-IN Portal，コンソーシアム HP，各大学 HP 等において英語及び日本語で公

開し， 公募を実施し，公募期間は 2 か月以上となるように設定している。 
応募者は，コンソーシアムが指定する日英共通様式（フォーム）に記入して提出する。世界中か

ら幅広い人材の応募を得るために，応募書類はすべて電子メールで受け付けている。 
選考にあたっては，コンソーシアム事務局における応募の取りまとめの後，各公募分野における

一次選考の後，コンソーシアム運営協議会において審議（メール審議）を行う。その結果を各大学

に通知し，各大学が採用手続きを進める形で行った。 
従来の大学教員採用においては，他機関がその人材を知る機会が少なかったが，コンソーシアム

としての強みである複数大学での共同実施による協力体制のもと，優秀な若手研究人材を積極的に

活かすための仕組みを構築できており，中国四国地域を活性化するための一歩となっていると言え

る。 
 

◆第 10 期公募（平成 31（2019）年度前期） 
・JREC-IN，コンソーシアム HP，各大学 HP にて英語及び日本語で公募。各分野の国内学会 HP，

メーリングリスト等においても周知。 
・平成 30（2018）年 8 月 2 日（木）公募開始，平成 30（2018）年 10 月 1 日（月）締切（分野

により，平成 30（2018）年 10 月 9 日（火）まで募集期間延長），平成 30（2018）年 12 月 13
日（木）コンソーシアム内公開ヒアリング，平成 31（2019）年 4 月 1 日（月）採用。 

・公募分野：統計学（広島大学），農学応用生命科学（広島大学・女性限定公募），数理モデリ

ング・数理生命科学（広島大学） 
・3 分野合計で 19 名の応募を得た（うち女性 5 名） 

 
◆第 11 期公募（令和元（2019）年度後期） 

・JREC-IN，コンソーシアム HP，各大学 HP にて英語及び日本語で公募。各分野の国内学会 HP，
メーリングリスト等においても周知。 

・平成 31（2019）年 3 月 26 日（火）公募開始，令和元（2019）年 5 月 27 日（月）締切（分野

により，令和元（2019）年 6 月 3 日（月）まで募集期間延長），令和元（2019）年 7 月 運営

協議会による審議（メール審議）。令和元（2019）年 10 月 1 日（火）以降採用。 
・公募分野：次世代フォトニクス研究（徳島大学），知能情報工学（山口大学），材料科学に立

脚した物性物理学（広島大学），応用有機化学（広島大学），植物生産学（広島大学・女性限

定公募） 
・6 分野（再公募分を含む）合計で 38 名の応募を得た（うち女性 9 名） 
・知能情報工学（山口大学）においては，選考時に適任者がなく同分野で再公募を行った。令和

元（2019）年 7 月 22 日（月）公募開始，令和元（2019）年 9 月 30 日（月）締切，令和元（2019）
年 11 月 運営協議会による審議（メール審議）。令和 2（2020）年 3 月 1 日（日）採用。 

 
◆第 12 期・第 13 期公募（令和 2（2020）年度前期） 

・JREC-IN，コンソーシアム HP，各大学 HP にて英語及び日本語で公募。各分野の国内学会 HP，
メーリングリスト等においても周知。 

・令和元（2019）年 7 月以降，随時公募開始，令和元（2019）年 11 月以降，随時運営協議会に

よる審議（メール審議）。令和 2（2020）年 4 月 1 日（水）以降採用予定。 
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・公募分野：創薬理論化学（徳島大学・女性限定公募），化学工学・サスティナブル工学・表面

科学・材料科学（広島大学・女性限定公募），放射線生物学・放射線防護学（広島大学），家

禽生理学（広島大学），流域水資源安全保障学（広島大学） 
・5 分野合計で 21 名の応募を得た（うち女性 7 名） 

 
◆第 12 期・第 13 期公募（令和 2（2020）年度後期） 

・JREC-IN，コンソーシアム HP，各大学 HP にて英語及び日本語で公募。各分野の国内学会 HP，
メーリングリスト等においても周知。 

・令和元（2019）年 11 月以降，随時公募開始，令和 2（2020）年 10 月 1 日（木）以降採用予

定。 
・公募分野：有機材料化学（広島大学），構造生物科学（広島大学・女性限定公募），未定（山

口大学） 
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3-2. コンソーシアム教員の着任状況

※  公募分野 所属先 氏 名 着任日

第 1 期 

欧米文学語学・言語学
広島大学

大学院文学研究科
松本 舞 ※5

平成 27(2015)年 
3 月 1 日 

マクロ経済学
広島大学

大学院社会科学研究科
中川 雅央 ※5

平成 27(2015)年 
3 月 1 日 

反応性機能分子の化学
広島大学

大学院理学研究科
Shang Rong  ※5 

平成 27(2015)年 
3 月 1 日 

宇宙科学
広島大学

大学院理学研究科
岡部 信広 ※5

平成 27(2015)年 
3 月 1 日 

第 2 期 

病態制御学講座(獣医衛

生学分野) 
山口大学

共同獣医学部
渋谷 周作 ※7

平成 27(2015)年 
4 月 1 日 

整形外科学
広島大学

大学院医歯薬保健学研究院
中島 祐子 ※1

平成 27(2015)年 
4 月 1 日 

細胞生物学もしくは発

生生物学

山口大学

大学院医学系研究科
原 裕貴 ※9

平成 27(2015)年 
6 月 1 日 

水産生物学
広島大学

大学院生物圏科学研究科
若林 香織 ※3

平成 27(2015)年 
7 月 1 日 

第 3 期 

家畜繁殖学
広島大学

大学院生物圏科学研究科
星野 由美 ※10

平成 27(2015)年 
11 月 1 日 

地球環境計画学
広島大学

大学院工学研究院
Lam Chi Yung 

平成 27(2015)年 
11 月 1 日 

老年看護学
広島大学

大学院医歯薬保健学研究院
梶原 弘平 ※11

平成 28(2016)年 
2 月 1 日 

家畜繁殖学
徳島大学大学院社会産業理工学

研究部
谷原 史倫

平成 28(2016)年 
2 月 1 日 

第 4 期 

果樹園芸学
山口大学

大学院創成科学研究科
金 貞希

平成 28(2016)年 
4 月 1 日 

有機合成薬学
徳島大学

大学院医歯薬学研究部
Karanjit Sangita 

平成 28(2016)年 
4 月 1 日 

食品科学
広島大学学術院

（大学院生物圏科学研究科）

Kumrungsee 
Thanutchaporn 

※12

平成 28(2016)年 
4 月 1 日 

スポーツ栄養学
広島大学学術院

（大学院総合科学研究科）
緒形 ひとみ ※3 

平成 28(2016)年 
9 月 1 日 
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公募分野 所属先 氏 名 着任日 

第 5 期 

物性物理 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

真木 祥千子 ※2  
平成 28(2016)年 

11 月 1 日 

大気海洋循環制御論 
広島大学学術院 
（大学院生物圏科学研究科） 

岩本 洋子  ※3 
平成 29(2017)年 

2 月 1 日 

半導体・ナノテクノロ

ジー 
広島大学学術院 
（大学院先端物質科学研究科） 

水川 友里 
平成 29(2017)年 

3 月 1 日 

文化人類学 
広島大学学術院 
（大学院総合科学研究科） 

栗田 梨津子 ※4 
平成 29(2017)年 

3 月 1 日 
第 6 期 

メタボローム栄養学 
徳島大学大学院医歯薬学研究部 
栄養科学部門 

黒田 雅士 
平成 29(2017)年 

4 月 1 日 

生理化学 
広島大学学術院 
（大学院医歯薬保健学研究科(薬))） 

小藤 智史  ※6 
平成 29(2017)年 

6 月 1 日 

放射線防護・線量評価 
広島大学学術院 
（原爆放射線医科学研究所） 

廣田 誠子  ※8 
平成 29(2017)年 

10 月 1 日 
第 7 期 

実験心理学 
広島大学学術院 
（大学院総合科学研究科） 

吉本 早苗 
平成 29(2017)年 

10 月 1 日 

応用動物遺伝学 
広島大学学術院 
（大学院生物圏科学研究科） 

中村 隼明 
平成 29(2017)年 

10 月 1 日 

生物情報工学 
広島大学学術院 
（大学院先端物質科学研究科） 

加藤  節 
平成 29(2017)年 

12 月 1 日 

統計学 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

伊森 晋平  ※13 
平成 30(2018)年 

1 月 18 日 

応用化学 
山口大学大学院 創成科学研究

科工学系域 
吉田 真明 

平成 30(2018)年 
3 月 1 日 

第 8 期 

構造生物学 
広島大学学術院 
（大学院医歯薬保健学研究(医))） 

東浦 彰史 
平成 30(2018)年 

4 月 1 日 

生命医療科学 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

高橋 治子 
平成 30(2018)年 

4 月 1 日 

天文学 
広島大学学術院 
（宇宙科学センター） 

稲見 華恵 
平成 31(2019)年 

2 月 1 日 

第 9 期 

ロボット工学 
徳島大学大学院 社会産業理工

学研究部 
松井 保子 

平成 30(2018)年 
10 月 1 日 
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公募分野 所属先 氏 名 着任日 

物理化学 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

村松  悟 
平成 30(2018)年 

10 月 1 日 

生命医療科学 
広島大学学術院 
（大学院医歯薬保健学研究科(医)） 

Kasaragod 
Deepa Kamath 

平成 30(2018)年 
11 月 1 日 

構造材料工学 
広島大学学術院 
（大学院工学研究科） 

George  
Riya Catherine 

平成 30(2018)年 
12 月 1 日 

循環環境工学 
山口大学大学院創成科学研究 
（工学系学域） 

石井 治之 
平成 31(2019)年 

2 月 1 日 

第 10 期 

統計学 
広島大学学術院 
（大学院社会科学研究科） 

高畠 哲也 
平成 31(2019)年 

4 月 1 日 

数理モデリング・数理

生命科学 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

藤井 雅史 
平成 31(2019)年 

4 月 1 日 

農学応用生命科学（応

用動物生命科） 
広島大学学術院 
（大学院統合生命科学研究科） 

松崎 芽衣 
平成 31(2019)年 

4 月 1 日 
第 11 期 

次世代フォトニクス研

究 

徳島大学ポストＬＥＤフォトニ

クス研究所 ポストＬＥＤフォ

トニクス研究部門 
長谷 栄治 

令和元(2019)年 
10 月 1 日 

応用有機化学 
広島大学学術院 
（大学院工学研究科） 

河﨑 陸 
令和元(2019)年 

10 月 1 日 

植物生産学 
広島大学学術院 
（大学院統合生命科学研究科） 

田中 若奈 
令和元(2019)年 

12 月 1 日 

材料科学に立脚した物

性物理学 
広島大学学術院 
（大学院理学研究科） 

Kim Sangwook 
令和 2(2020)年 

2 月 1 日 

知能情報工学 
山口大学大学院創成科学研究科

工学系学域 
相田 紗織 

令和 2(2020)年 
3 月 1 日 

 
※1：第 2 期採用 中島祐子 助教については，平成 30（2018）年 4 月から企業との共同研究講座

の設置により，共同研究講座准教授として自立した研究活動の基盤を構築したため，平成 30
（2018）年 3 月末日をもってコンソーシアム助教を退職した。 

※2：第 5 期採用 真木祥千子 助教については，平成 30（2018）年 11 月から東北大学講師として

キャリアアップを図り，平成 30（2018）年 10 月末をもってコンソーシアム助教を退職した。 
 ※3：第 2 期採用 若林香織 助教，第 4 期採用 緒形ひとみ 助教および第 5 期採用 岩本洋子 助

教については，広島大学女性教員ポストアップ候補者として認められ，平成 31（2019）年 4 月

1 日付でテニュアを取得，准教授となった。 
 ※4：第 5 期採用 栗田梨津子 助教については，平成 31（2019）年 4 月 1 日付で神奈川大学外国

語学部助教（テニュア）に採用となったため，平成 31（2019）年 3 月末日をもってコンソー

シアム助教を退職した。 
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   第 1 期採用 松本舞 助教，中川雅央 助教，Shang Rong 助教，岡部信広 助教の 4 名は，テ

ニュアトラック期間の終了にあたり審査の結果，令和元（2019）年 10 月 1 日付でテニュアを

取得した。また，岡部信広 助教については，令和 2（2020）年 4 月 1 日付で准教授となる予

定。

第6期採用 小藤智史 助教については，令和元（2019）年12月1日付で東京医科歯科大学講師 

に採用となったため，令和元（2019）年11月末日をもってコンソーシアム助教を退職した。 
 ※7：第2期採用 渋谷周作 助教については，テニュアトラック期間の終了にあたり審査の結果，令

和2（2020）年2月1日付でテニュアを取得，准教授となった。 
 ※8：第6期採用 廣田聖子 助教については，令和2（2020）年3月1日付で広島大学学術院（原爆放

射線医科学研究所）助教（テニュアトラック）に採用となったため，令和2（2020）年2月末日

をもってコンソーシアム助教を退職した。

 ※9：第2期採用 原裕貴 助教については，テニュアトラック期間の終了にあたり審査の結果，令和

2（2020）年4月1日付でテニュアを取得，講師となる予定。 
※10：第3期採用 星野由美 助教については，令和2（2020）年4月1日付 日本女子大学講師として

採用となったため，令和2（2020）年3月末日をもってコンソーシアム助教を退職予定。 
 ※11：第 3 期採用 梶原浩平 助教については，令和 2（2020）年 4 月 1 日付で日本赤十字九州国

際看護大学准教授に採用となったため，令和 2（2020）年 3 月末日をもってコンソーシアム助

教を退職予定。

※12：第 4 期採用 Kumrungsee Thanutchaporn 助教については，広島大学女性教員ポストアッ

プ候補者として認められたため，令和 2（2020）年 4 月 1 日付で広島大学准教授（テニュアト

ラック）となる予定。

※13：第 7 期採用 伊森晋平 助教については，令和 2（2020）年 4 月 1 日付で広島大学学術院（大

学院先進理工系科学研究科）准教授（テニュア）に採用となったため，令和 2（2020）年 3 月

末日をもってコンソーシアム助教を退職予定。

3-3. コンソーシアム教員の育成

3-3-1. 自立的研究環境確保等について

コンソーシアムを通じた公募により採用された若手研究者は，基本的には各機関のテニュアト

ラック教員として採用されている。これにより，外部資金雇用の若手研究者等と比較し，各段に

安定した身分と共に，研究内容・研究場所の自由を与え，安定性と流動性を同時に満たしている。

テニュアトラック教員として採用されることで，任期中の自立的な環境を得ると共に，業績に

応じて将来の安定した職が担保されている。また，PI（Principal Investigator）としての自覚を

促し，研究環境を担保することで，外部資金を獲得し自律的に責任をもって研究を遂行すること

ができている。

また，通常の教員としての取扱いをコンソーシアムとして各機関に強く求めており，例えば広

島大学においてコンソーシアム教員は，教育研究基盤経費（校費）の面においても，他の助教と

同じ取り扱いを受けている。加えて，本事業からのスタートアップ経費の支出により，真に自立

的な研究環境の確保を担保した。

あわせて，コンソーシアム教員には積極的なラボローテーションやクロスアポイントメントを

推奨しており，各機関・部局との協力体制のもと，これまで数件のラボローテンションの実施に
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繋がっている。クロスアポイントメントに関しては，可能性を含めて現在検討中である。また，

コンソーシアム教員内での，今後の共同研究に向け相談を開始する事例も発生している。 
研究環境状況については，定期的な半期毎の進捗状況の報告を受けている他，各年度の評価で，

コンソーシアム実行委員会及び事務局が実情を常時把握している。これらを通して，必要に応じ

て所属する部局長等とコンソーシアム実行委員会及び事務局との意見交換も実施しており，所属

内だけでは解決が困難であることも，コンソーシアムが客観的に関わることで，研究エフォート

の確保，研究と教育のバランス，本人のキャリア段階に応じた職務の割振り等を目指している。 
 

3-3-2. コンソーシアム教員研修について 

コンソーシアム教員は，各大学で通常の助教として採用されるため，各大学で新任教員に対す

るファカルティーディベロップメント（FD）などを通じて，助教としての基礎力を身に着けるこ

とになる。例えば，広島大学では，教育の質保証に資するため，新任教員に対して，教員として

働くために知っておくべき基本的知識の獲得やスキル向上の機会を提供することを目的して，平

成25（2013）年10月以降新たに着任する教員に対して，新任教員研修プログラムの20時間以上の

受講を必須化し，平成26（2014）年4月からプログラムの運用を開始している。広島大学に在籍

するコンソーシアム教員は現在まですべてこの対象者であり，随時，新採用教職員研修や大学教

育論などを通年で受講している。 
加えて，コンソーシアム教員には，産学連携等を通じ幅広い舞台で活躍する能力，異分野と連

携する能力が求められている。コンソーシアムとしては，教員の状況をモニタリング（評価）し，

必要に応じて情報提供･指導を行い， FD等と相補的な研修を実施する，無駄の少ない継続的な仕

組みの構築を目指している。 
また，他の組織が主催するセミナー等についても，その目的が合致するものについてコンソー

シアムが共催となり，コンソーシアム教員への多様な研修機会を提供している。なお，平成28(2016)
年度以降開催の研修については，積極的にTV会議システムを用いて，参加しやすい環境を構築し

ている。 
 

令和元（2019）年度 
□ 2019 年度 広島大学学術講演会「Future of Memory Technology」 

（第 32 回コンソーシアム教員研修）（令和元（2019）年 6 月 12 日）   広島大学 主催 
  世界の半導体技術を牽引する半導体メーカー Micron Technology社のSenior Vice Presidentで

あるNaga Chandrasekaran, Ph.D.氏により「Future of Memory Technology」と題したメモリ技

術及び半導体業界ビジネスの動向についての講演があった。また，それに先立ちMicron Memory 
Japan技術開発プロセスR＆Dプログラム管理担当シニアディレクターの青砥 なほみ氏による

「Working in Manufacturing Industry －Message for students and young / female researchers 
－」と題した講演があり，多国籍企業のトップの人材育成やイノベーション戦略の話を伺い自身

を振り返る機会を得た。 
 

□ KAKENHI Learning Group（科研費説明会） 
（第 33 回コンソーシアム教員研修）（令和元（2019）年 7 月 23 日）広島大学  学術室 主催 
広島大学 学術室研究企画室 URA による，英語での科研費申請を予定している外国人の教員及

び研究員向けのセミナーを開催。科研費申請方法から申請書作成のノウハウに至るまで，広島大

学で受けることのできる支援について説明を受けた。外国人教員にとって，大変有意義な時間と

なった。 
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□ 第 34 回ライティングセンターセミナー 
（第 34 回コンソーシアム教員研修）（令和元（2019）年 9 月 5 日） 

広島大学 ライティングセンター 主催 
提供された英語論文執筆に集中できる環境の中，本学ライティングセンター助教のアディナ・

スタイコフ及びサイエンス・コミュニケーション・フェロー エマ・ブシェのファシリテートによ

るセッションを体験。アカデミックコミュニティや一般向けに研究成果を発信するノウハウを学

んだ。 
 

□ 令和元年度広島大学新任教員研修プログラム（全学 FD） 「研究力強化概論」 
（第 35 回コンソーシアム教員研修）（令和元（2019）年 12 月 20 日）  

広島大学  学術・社会連携室 主催 
広島大学の研究力に関する現状を理解し，広島大学が掲げる研究力に関する理念・目標を共有

することを目的とした。本学 学術・社会連携室 観山 正見 特任教授 による「理系分野の国の

研究動向，拠点形成について」，高等教育研究開発センター 小林 信一 センター長による「文

系分野の国の研究動向，文理融合について」の講演を聴き，研究力強化に向けた国の動向や現状

を理解した。 
 

□ 令和元年度広島大学新任教員研修プログラム（全学 FD） 「研究マネジメント研修」 
（第 36 回コンソーシアム教員研修）（令和元（2019）年 12 月 23 日） 

広島大学  学術・社会連携室 主催 
大学教員として，様々な業務と並行してどのように研究をマネジメントするかについて理解し，

学術・社会連携室で行っている研究活動支援や研究者として順守すべき事柄について学ぶことを

目標とした。 
本学 研究企画担当の難波 博孝 副理事から「研究室マネジメントについて」の講演を受けた

のち文系・理系のグループに分かれ，それぞれ主にDRに選定された研究者数名から研究マネジメ

ントについての体験談・アドバイスを伺うとともに意見交換を行った。 
 

3-3-3．メンター制度など 

各コンソーシアム教員には，2人以上のメンターが配置されている。コンソーシアムとして，企

業等における研究経験の豊富な方をコンソーシアムメンターとして雇用し，産学連携を目指した

コンソーシアムからの立場で，各コンソーシアム教員に助言･指導を行っている（鈴木榮一郎広島

大学客員教授）。加えて，各コンソーシアム教員と同じ専門性を持つ教員（通常は所属する部局

のシニア教員）を部局メンターとしている。部局メンターは，分野の特性に応じた指導を行うと

共に，身近にいて日々の指導，助言を行う。このコンソーシアムメンターと部局メンターの二人

で両面から助言，指導を行うことで，産学連携からの視点を培うと同時に，教員としてのキャリ

ア構築に向けた支援を受けることができる。 
また，自立的，主体的に研究を実施するためには，競争的資金の獲得は特に欠かすことができ

ない。このため，コンソーシアム実行委員会および事務局から，個々のコンソーシアム教員の専

門分野･特性に応じて日本語及び英語により，情報の提供，科研費等の申請書作成支援を実施して

いる。こうした実行委員会･事務局の支援と，部局メンターの指導により着任直後から競争的資金

獲得に向けて動くことが可能となっている。科研費獲得についても積極的に取り組んでおり，令

和元（2019）年度は広島大学所属のコンソーシアム教員のうち10名（コンソーシアム離籍者4名
を含む）が，新たに研究代表者として採択された。 
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3-4. コンソーシアム教員の評価 

コンソーシアム実行委員会が中心となり，コンソーシアムとして毎年の評価を実施している。

コンソーシアム教員の着任後 1 年目，2 年目の評価は面談を中心としたものであり，そこで得た

情報を元に，より良い研究キャリア構築に向けて，必要に応じて所属（配属）部局への働きかけ，

部局メンターとの相談を行っている。 
また着任 3 年後までには中間評価，4 年半後までには最終評価を実施し，各教員の所属部局の

テニュア移行審査と連携して行った。 
 

◆毎年度評価 
1 年目評価及び 2 年目評価は，コンソーシアム教員の現状確認及びモニタリングを主とし，以

下に基づき実施している。 
評価目的： 

コンソーシアム教員の活動状況や研究環境等を把握し，必要に応じて助言を与え，状況を改

善する。 
評価主体： 

「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」コンソーシアム実行委員会に評価部会を設置し，

実施する。評価部会は，実行委員長が必要と認める者，2 名以上で構成する。 
評価方法： 
① 以下の内容について，被評価者が資料を作成し，提出。 

1. 原著論文数，研究発表数，共同研究数，外部資金獲得実績，講義数等の定量的な状況報告 
   2. 自己評価（自己アピール），次年度計画の記述 

3. 上記１に関連してそれぞれの具体的な情報の記述 
② ①で提出された資料を元に評価者が各教員の現状を把握。 
③ 評価部会による被評価者への面談。 
④ 評価部会は運営協議会に評価結果を提出。 
評価結果のフィードバック： 

評価結果を被評価者，メンターに通知する。必要に応じて被評価者への新たな支援の検討や， 
各大学，部局に状況の改善について働きかけを行う。 

 
◆中間評価 

コンソーシアム教員に対して，着任から 3 年後までの間に，中間評価を以下のとおり実施して

いる。教員に求めている情報及び基本的な流れは，毎年度評価とほぼ同様の内容である。令和元

（2019）年度は，第 4 期・第 5 期・第 6 期採用教員 3 名について中間評価を実施した。 
中間評価の目的： 

コンソーシアム教員としての任期の半分を過ぎるにあたり，これまでの教員としての活動状

況を元に，コンソーシアムとしての評価を行う。また，各教員のテニュア審査に向けた進捗

状況に照らし合わせて，必要に応じて本人に助言を与え，また所属機関及びコンソーシアム

等各組織に評価結果を伝えることで，コンソーシアム教員のより良いキャリアに資すること

を目指す。 
評価の実施： 

コンソーシアム実行委員会に評価部会を設置し，実施する。評価部会は，実行委員長が必要

と認める者，3 名以上で構成する。 
評価の方法： 

コンソーシアム教員が作成した報告書及び事務局が作成したコンソーシアムでの活動実績等

を元に，評価部会において面談を実施し評価を行う。 
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評価項目は，研究，教育，外部資金獲得，社会貢献，コンソーシアム活動の各項目及び総合

評価とする。コンソーシアム活動については，外部との共同研究のほか教員研修への参加状

況，その他コンソーシアム事業への積極的な関与等をもとに評価する。 
 

評価結果の取扱： 
コンソーシアム実行委員長が各評価委員の評価結果を取りまとめる。その評価結果を，コン

ソーシアム教員，各所属組織長及びコンソーシアム運営協議会にそれぞれ通知，報告を行う。 
 

◆最終評価 
コンソーシアム教員に対して，着任から 4 年半後までの間に，最終評価を以下のとおり実施し

ている。教員に求めている情報及び基本的な流れは，毎年度評価とほぼ同様の内容である。令和

元（2019）年度は，第 2 期・第 3 期採用教員 3 名について最終評価を実施した。 
最終評価の目的： 

テニュアトラック期間が満了するまでに，コンソーシアム教員の活動状況や研究実績等を評

価し，テニュアを付与するかどうかの最終審査を実施する。なお，最終審査の時期は，所属

（配属）先の規則等に定めらえた時期によるものとする。 
評価の実施： 

コンソーシアム実行委員会に評価部会を設置し，実施する。評価部会は，実行委員長が必要

と認める者，3 名以上で構成する。 
評価の方法： 

コンソーシアム教員が作成した報告書及び事務局が作成したコンソーシアムでの活動実績等

を元に，評価部会において面談を実施し評価を行う。 
評価項目は，研究，教育，外部資金獲得，社会貢献，コンソーシアム活動の各項目及び総合

評価とする。コンソーシアム活動については，外部との共同研究のほか教員研修への参加状

況，その他コンソーシアム事業への積極的な関与等をもとに評価する。 
評価の取扱： 

コンソーシアム実行委員長が各評価委員の評価結果を取りまとめる。その評価結果を，コン

ソーシアム教員，各所属組織長及びコンソーシアム運営協議会にそれぞれ通知，報告を行う。 
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4. イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム 

 
4-1．長期インターンシップ生の募集 

イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラムでは，理工農系，医療系，人文社会系

の枠組みにとらわれず，若手研究者が異なる領域にも果敢に挑戦し，社会を変革する意識と情熱

を持った人材を育てることを目指している。その一環として，若手研究者が実際の企業や社会の

課題解決に貢献しつつ， 実践的な能力の養成とキャリアオプションの拡大を図ることを目的とし

て，長期インターンシップ派遣制度を設けている。 
平成31（2019）年度からは，本事業への補助金が終了したことに伴い，インターンシップ

受入企業等からの支援もお願いしながら，派遣先のリスト化を図った。 
また，コンソーシアムとして共通の募集要項を作成し，運営協議会で承認の後，コンソーシア

ム全体として公募を開始した。 
 

第10･11期（令和元（2019）年度） 

【募集期間】平成31（2019）年4月1日（月） 
～令和元（2019）年11月30日（土） 

【募集対象】 
（代表実施機関）広島大学， 
（共同実施機関）山口大学，徳島大学， 
（連携機関）岡山大学，島根大学，鳥取大学，愛媛

大学，香川大学，高知大学，鳴門教育大

学，岐阜大学，国立遺伝学研究所，県立広

島大学，高知工科大学，広島市立大学，広

島国際大学，立命館大学に在籍中の博士課

程（博士課程前期を除く。）の学生あるい

は博士課程（博士課程前期を除く。）修了

後5年程度以内の任期付研究者。 
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4-2．長期インターンシップの派遣実績 

 

4-2-1. 令和元（2019）年度 第10期派遣者  ※学年は派遣時 

  名前 所属 性別 国籍 
学年 

/職名 
派遣先 派遣期間 

審査 

状況 

1 

Mohamad 

Basel Al 

SAWAF 

広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

男 シリア PD 
日本工営株式会

社 

2019/6/17 

～ 

2019/7/17 

広島大学

(2019/6/14) 

2 林 兼輔 岐阜大学 

大学院工学

研究科 

電子情報シ

ステ ム 工 学

専攻 

男 日本 D2 

国立研究開発法

人 物質・材料研

究機構（NIMS） 

2019/6/24 

～ 

2019/8/31 

広島大学

(2019/5/16) 

3 周 密 広島大学 

大学院教育

学研究科 

教育学習科

学専攻 

女 中国 D3 
UNITAR 広 島 事

務所 

2019/7/30 

～ 

2019/9/30 

広島大学

(2019/7/26) 

4 楊 駒 広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

女 中国 PD JICA 中国 

2019/8/5 

～ 

2019/9/20 

広島大学

(2019/8/1) 

5 
Dhongade 

Siddhant 
徳島大学 

先端技術科

学教育部 

シ ス テ ム 創

生工学専攻 

男 インド D2 

国立研究開発法

人 産 業 技 術 総

合 研 究 所 つ くば

センター 

2019/8/20 

～ 

2019/9/30 

徳島大学 

（2019/7/9） 

6 安部 庄剛 徳島大学 

先端技術科

学教育部 

物質生命シ

ステ ム 工 学

専攻 

男 日本 D1 
株 式 会 社 フ ァ ー

マフーズ 

2019/9/9 

～ 

2019/10/4 

徳島大学 

（2019/7/9） 

7 中田 裕之 広島大学 

大学院理学

研究科 

化学専攻 

男 日本 D2 
株式会社堀場製

作所  

2019/9/24 

～ 

2019/10/25 

広島大学

(2019/9/24) 

 
 
4-2-2. 令和元（2019）年度 第 11 期派遣者  ※学年は派遣時 

  名前 所属 性別 国籍 
学年 

/職名 
派遣先 派遣期間 

審査 

状況 

1 鄭 西吟 広島大学 

大学院文学

研究科 

人文学専攻 

女 中国 D1 
公益財団法人 

平山郁夫美術館 

2019/10/2 

～ 

2019/11/29 

広島大学

(2019/9/7) 

2 
ZHANG 

LINGHAN 
広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

女 中国 PD 

一般財団法人 

こゆ地域づくり推

進機構 

2019/10/21 

～ 

2019/11/22 

広島大学

(2019/10/21) 

3 山中 治 広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

男 日本 PD 
トヨタ自動車株式

会社 

2019/11/1 

～ 

2019/12/26 

広島大学

(2019/10/2) 
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  名前 所属 性別 国籍 
学年 

/職名 
派遣先 派遣期間 

審査 

状況 

4 
SHRESTHA 

AMIT 
広島大学 

大学院先端

物質科学研

究科 

量子物質科

学専攻 

男 
ネパ

ール 
D2 

日本製鉄株式会

社 

2019/11/1 

～ 

2019/11/29 

広島大学

(2019/10/7) 

5 熊代 宗弘 広島大学 

大学院理学

研究科 

物理科学専

攻 

男 日本 D1 
コニカミノルタ株

式会社 

2020/1/20 

～ 

2020/3/19 

広島大学

(2019/12/9) 

6 李 受ミン 広島大学 

大学院教育

学研究科 

教育学習科

学専攻 

女 韓国 D1 
UNITAR 広島事

務所 

2020/1/23 

～ 

2020/3/13 

広島大学 

（2020/1/10） 

7 エン 智群 広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

男 中国 PD 
丸善製薬株式会

社 

2020/2/3 

～ 

2020/3/3 

広島大学

(2020/1/29) 

8 
RAKHIMUZZA

MAN MD 
広島大学 

グロ ー バル

キ ャ リ ア デ

ザ イ ン セ ン

タ ー （ 特 別

研究員） 

男 

バング

ラデシ

ュ 

PD 
国立遺伝学研究

所 

2020/2/4 

～ 

2020/3/31 

広島大学

(2020/1/27) 

9 
PAL 

PRATIBHA 
広島大学 

大学院工学

研究科 

機械物理工

学専攻 

女 インド D3 
昭和電工株式会

社 

2020/2/14 

～ 

2020/3/13 

広島大学 

(2020/2/10) 

10 太田 雅士 徳島大学 

薬科学教育

部 

創薬科学専

攻 

男 日本 D1 
日本テクノサービ

ス株式会社 

2020/2/21 

～ 

2020/3/19 

徳島大学 

（2019/12/13） 
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5. 成果報告会 

 
5-1．第9回成果報告会 

【日 時】令和元（2019）年8月8日（木）13:00～15:30 
【会 場】山口大学 大学会館2F会議室（吉田キャンパス） 
【参加者】41名 

 
◆開会挨拶  山口大学 理事・副学長  堀 憲次 
◆テニュアトラック教員による着任報告（広島大学，山口大学） 

(1) 稲見 華恵／広島大学学術院 助教（宇宙科学センター） 
(2) 石井 治之／山口大学大学院 

創成科学研究科（工学系学域）准教授  
(3) 高畠 哲也／広島大学学術院 助教（大学院社会科学研究科） 
(4) 松崎 芽衣／広島大学学術院 助教 

（大学院統合生命科学研究科） 
(5) 藤井 雅史／広島大学学術院 助教 

(大学院統合生命科学研究科) 
◆長期インターンシップ派遣者による報告（広島大学，徳島大学の博士後期課程学生） 

(1) 関 俊剛（広島大学ナノデバイス・バイオ融合科学研究所 研究員） 
受入機関：矢崎総業株式会社技術研究所 

(2) 吉川 遼（広島大学大学院先端物質科学研究科 D3） 
       受入機関：日本電信電話株式会社NTT先端集積デバイス研究所 

(3) 阿部 夏希（広島大学大学院教育学研究科 D3） 
               受入機関：株式会社ベネッセホールディングス ベネッセ教育総合研究所 
(4) 笹尾 知世（徳島大学 人と地域共創センター 助教） 
               受入機関：北欧研究所 

◆閉会挨拶（次回開催校） 徳島大学 理事・副学長  佐々木卓也 
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5-2．第10回成果報告会 
【日 時】令和2（2020）年2月7日（金）16 : 00～17 : 00 
【会 場】徳島大学（常三島キャンパス） 

産官学連携プラザ3階 日亜ホール 
【参加者】39名 

 
 

◆開会挨拶 徳島大学理事（研究担当）・副学長 佐々木 卓也 
◆テニュアトラック教員着任報告 

(1) 河﨑 陸 / 広島大学学術院 助教（大学院工学研究科） 
(2) 田中 若菜 / 広島大学学術院 助教 

（大学院統合生命科学研究科） 
◆長期インターンシップの成果報告 

長期インターンシップ実施対象者5名による報告，受入機関の方からの報告 
（代読やビデオメッセージ等も一部含む。） 
(1) 田中 博之 (広島大学大学院理学研究科 D2) 

受入機関：株式会社 堀場製作所 
(2) 鄭 西吟 (広島大学大学院文学研究科 D1) 

受入機関：公益財団法人 平山美術館 
(3) 山中 治 (広島大学グローバルキャリアデザインセンター 特別研究員) 

受入機関：トヨタ自動車株式会社 
(4) Siddhant Dhongade (徳島大学大学院先端技術科学教育部 D2) 

受入機関：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
(5) 安部 庄剛 (徳島大学大学院先端技術科学教育部 D1) 

受入機関：株式会社 ファーマフーズ 
◆閉会挨拶（次回開催校） 山口大学 理事・副学長 堀 憲次 
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6. DC や PD が積極的に関与する取組 

 

6-1. 未来博士３分間コンペティション2019 
博士課程後期の学生が，3分間の限られた時間内に自身の研究

ビジョンや魅力を，中学生，高校生を含む一般聴衆にもわかるよ

うに伝える。学生のコミュニケーション力の向上を図ると同時に

社会における博士人材と博士研究に対する肯定的な理解の向上

につなげる。 
 

【日 時】令和元（2019）年9月14日（土）13:00～17:30 
【場 所】東広島芸術文化ホール くらら 大ホール 
【参加者】270名 

 
13:00 開会式 
    開会挨拶：広島大学理事・副学長（社会産学連携担当) 河原 能久 
13:05 未来を拓く！おもしろ研究最前線 

「若手研究者の未来を拓く取組」   
広島大学理事・副学長（大学改革担当）相田 美砂子 

「環境に優しい方法で，価値ある物質をつくるには…」 
徳島大学 大学院医歯薬学研究部 特任助教 Sangita Karanjit 

「トビはタカを産めるか？」 
広島大学学術院 助教（大学院統合生命科学研究科） 中村 隼明 

 13:20 「未来博士へのエール」 
東北大学名誉教授, 前総合科学技術・イノベーション会議常任議員 原山 優子 

 13:30 ３分間で未来を拓く！プレゼンテーション 
（英語部門／日本語部門） 

 15:30 休憩 
 15:40 1枚で未来を拓く！ポスターセッション 

16:40 審査発表・表彰式 
17:20 閉会式 
    閉会挨拶：徳島大学理事・副学長 佐々木 卓也 
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◆審査結果 
賞 名 受 賞 者 タイトル 

最優秀賞 広島大学 梅原 華子 細胞をコントロールするチタン薄膜 

グローバルチャレンジ賞 広島大学 Azusa Matsumoto 
Reardon Voices of Syrian Refugee Camp 

優秀賞（英語部門） 広島大学 Vu Ha Thu 
Encouraging farmers to adopt organic 
fertilizer: Can experience sharing 
substitute for subsidy? 

優秀賞（日本語部門） 広島大学 田中 美樹 Improve the “Quality of Life”.  
脳梗塞患者の QOL 低下を防ぐには 

オーディエンス賞 
（英語部門） 広島大学 Jade Dhapnee 

Zarate Compendio 
Are there still wild chickens in the 
Philippines? 

オーディエンス賞 
（日本語部門） 広島大学 梅原 華子 細胞をコントロールするチタン薄膜 

企業賞/大塚賞 徳島大学 Junhel Dalanon PAIN : The most destructive global 
problem can be solved by sleeping? 

企業賞/コニカミノルタ賞 愛媛大学 樋本 一晴 遠方銀河のバースト的な星形成活動の起源 

企業賞/シュプリンガー・ 
ネイチャー賞 広島大学 Jade Dhapnee 

Zarate Compendio 
Are there still wild chickens in the 
Philippines? 

企業賞/中外テクノス賞 愛媛大学 嚴 筵景 いつでも学び，どこでも教室 

企業賞/戸田工業賞 山口大学 崔 亮秀 バッテリーの高性能化  
～イオンを運ぶプラスチックデザイン～ 

企業賞/JSW 日本製鋼所賞 広島大学 田中 美樹 Improve the “Quality of Life”.  
脳梗塞患者の QOL 低下を防ぐには 

企業賞/マイクロン賞 
（英語部門） 広島大学 Azusa Matsumoto 

Reardon Voices of Syrian Refugee Camp 

企業賞/マイクロン賞 
（日本語部門） 徳島大学 月本 準 酵素を改造してクリスタルを生じない安全な

薬を作る 

企業賞/マツダ賞 徳島大学 大橋 栄作 生物を超える分子の匠を目指せ！ 

－ 28 －



6 
 

6-2．第4回課題提案型ワークショップ 

若手研究者と社会をつなぎ，企業や地域社会の課題解決に貢献

するためのマッチング事業の一環として開催した。社会が抱えて

いる実際の課題やニーズを理解し，それらの課題解決について提

案企業や異分野の学生・若手研究者と一緒に考えていくワークシ

ョップ。課題解決に向けたプロセスの中で，自分の専門性にとら

われない柔軟な発想力と応用力を身につけることを目的とし，提

案企業１社からのテーマに基づき，計8回のワークショップを通じ

て解決策をチームで練り上げ，最終回にその成果を公開発表し

た。広島大学大学院共通科目「イノベーション演習」の一環とし

て行い，履修生6名および特別研究員（ポスドク）6名，聴講生1名
が，6名前後の企業参加者と交流しながらワークショップを進め

た。 

 
◆課題提案 

「どうしたらオンライン通販の売上を上げられるか？」 
課題提案企業 株式会社ヒロツク 

◆スケジュール 
第 1 回   ガイダンス       10 月 2 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 2 回   フィールドワーク   10 月 9 日(水)14:30-18:30 

(会場: 株式会社ヒロツク本社工場) 
第 3 回   検討ワークショップ  10 月 23 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 4 回   検討ワークショップ  10 月 30 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 5 回   検討ワークショップ  11 月 6 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 6 回   検討ワークショップ  11 月 13 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 7 回   検討ワークショップ  11 月 20 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
第 8 回   成果発表会     11 月 27 日(水)14:35-17:50 

(会場:広島大学東広島キャンパス) 
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◆成果発表の内容 
グループ 1: 『FuwaFuwa』チームは，外国人留

学生を対象として，主に三つのことを提案した。① 
既存の留学生イベントを活用し，佃煮を広く認知さ

せる啓蒙活動，② 佃煮をソウルフードとして故郷

を回想しながら頑張る広島大学生を主人公とした

短編ムービーを作成すること，③ 短編ムービーを

含むウェブサイトに誘導する QR コードを掲示し

た配布グッズ(栞，キーホルダーなど)作成，などを

通して，まずは「ヒロツクの佃煮」に興味を惹くこ

とを目指した。 
 
グループ 2: 『Innovators』チームは広島大学とヒロツクが手を組んで，ビジネス展開するこ

とを目指したアイデアを提案した。20 年大きな更新のないウェブサイトを改善する案として，自

分たちでオリジナルのデモサイトを作成し，「クールなサイト」構築を提案した。オンラインマー

ケティングの鉄則として，サイトに訪れたユーザーが，真っ先に「何の商品か」「何が入っている

のか」がすぐにわかる状態にしてあること，さらにその場で購入できることが重要であると説明

した上で，商品の紹介だけではない人気商品のレシピ紹介，SNS 接続がわかりやすいアイコン表

示，ブログを通した消費者との接点・声が見える工夫などを提案。また，PR 動画を作成すること

で，ヒロツクの商品をより魅力的に示せる仕掛けを考えた。 
 

グループ 3: 『GIFTs』チームは，日本のお歳暮やお中元などの季節の催事ごと・贈りあう習慣

に着目すると同時に，これまでのアンケート結果で，佃煮は自分で購入するよりも「もらう」方

が嬉しいのではないかという仮説を立て，プレゼント購入を中心とした提案展開をした。さらに，

以前の研究や実際の事例を示すことでパッケージデザインの重要性を説き，コストをかけずにロ

ゴやパッケージデザインを改善する提案として，クリスマスギフトをイメージしたプロトタイプ

を作成して紹介した。将来的にはラッピング会社や印刷会社と手を組んでいくことを提案した。 
 
その後，最終発表会までの過程について各チームが発表し，ワールドカフェ形式で質疑応答を

行った。ヒロツクの社員の方々も交え，闊達な議論が交わされた。提案企業からは，「機知に富ん

ださまざまな提案を得られたことに感謝している。これで終わりではなくここが起点であり，受

け取った提案をどのように継続し展開していけるかが自分たちの課題だ。」との総評を得た。 
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6-3. ナノ・バイオ・インフォ化学シンポジウム 

(The 16th Nano Bio Info Chemistry Symposium) 
 

融合領域研究の英語による口頭発表で構成するナノ・バイオ・インフォ化学シンポジウムを開催

している。 
英語による口頭発表をした学生のうち，一般参加者の投票により，The Best Student Presentation 

Award と Student Award を授与している。 
 
【日 時】 令和元（2019）年 12 月 7 日（土），8 日（日） 
【場 所】 広島大学学士会館レセプションホール（東広島キャンパス） 
【一般講演】 20 件（内 : 学生の発表 17） 
【参加者】 64 名（学生 44 名，一般 20 名） 
【学生賞】 参加者（学生は除く）の投票により，上位 2 名に The Best Student Presentation 

Award が，2 名に Student Award が授与された。 
 
The Best Student Presentation Award (2 名) 

Kaiyu Mikami (M2) 
“Synthesis of Novel Silver Nanocluster Protected by Ag3Cu Planar Complex Units” 
Kentaro Harada (M1) 
“Synthesis and Molecular Recognition of Size-regulable Hemi-carcerand” 

Student Award (2 名) 
Hideya Tanaka (M2) 
“Copper-Catalyzed Arylstannylation of Arynes in a Sequence” 
Yoshitaka Kimura (M1) 
“Towards Isolation of Boron-Containing N-Heterocyclic Carbene Complexes”  
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7. コンソーシアム人材セミナー 

 
コンソーシアム人材セミナーは『未来を拓く地方協奏プラットフ

ォーム』の取組および「大学院共通科目（高度イノベーション人財の

ためのキャリアマネジメント）」の一環として開催している。 
セミナーは，「グローバル化と科学技術の進展に伴い，社会におけ

る人財ニーズも時代とともに変化している中，多様な業界の関係者

や職業に従事されている方々からの講義やディスカッションを通じ

て，研究経験を有する専門性の高い人財が活躍できるキャリアの選

択肢と必要な能力や資質等を理解する」ことを目的としている。 
様々な業界でのキャリアに焦点をあて，大学院での研究経験を活

かしつつ新たなキャリアに挑戦する意義や魅力について紹介する。 
 

回 開催地 日 程 講演テーマ 講   師 

第 73 回 広島 
令和元（2019）年 

6 月 12 日(水) 
14：35～16：05 

ものづくりと技術－日本鉄鋼業

から－ 
日本製鉄株式会社 顧問 

髙橋 学 氏 

第 74 回 広島 
令和元（2019）年 

6 月 19 日(水) 
14：35～16：05 

専門分野の経験を元にブルー

オーシャンで活躍～製薬企業で

築くキャリアパス 

アストラゼネカ株式会社 人事総務本部 タレ

ント・新卒採用部 
眞野 隆一 氏 

第 75 回 広島 
令和元（2019）年 

6 月 26 日(水) 
14：35～16：05 

通信社の社会的役割 
一般社団法人共同通信社 人事グループ採

用担当部長 
高橋 宏一郎 氏 

第 76 回 広島 
令和元（2019）年 

7 月 3 日(水) 
14：35～16：05 

集中と非選択 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総

合研究機構 西日本農業研究センター企画

部長 
亀山 眞由美 氏 

第 77 回 広島 
令和元（2019）年 

7 月 10 日(水) 
14：35～16：05 

ＳＤＧs 時代における開発コンサ

ルタントの可能性 

株式会社コーエイリサーチ＆コンサルティング

保健・医療分野 主任コンサルタント 兼 営業

部課長 兼 事業戦略室課長 
松原 彩子 氏 

第 78 回 広島 
令和元（2019）年 

7 月 24 日(水) 
14：35～16：05 

なぜ博士で商社なのか？ 

三井物産株式会社 中国支社 支社長補佐 
赤井 力 氏 

三井物産株式会社 ヘルスケア事業部マネー

ジャー 
福薗 嵩 氏 

第 79 回 広島 
令和元（2019）年 

7 月 31 日(水) 
14：35～16：05 

半導体・FPD 分野のナノ薄膜塗

布技術を極める 
タツモ株式会社 顧問 

上田 修治 氏 

第 80 回 広島 
令和元（2019）年 

8 月 7 日(水) 
14：35～16：05 

持続的な食糧生産に繋がる技

術開発 
日本ハム株式会社 中央研究所 研究員 

西山 泰孝 氏 

第 81 回 広島 
令和元（2019）年 

12 月 4 日(水) 
14：35～16：05 

素材メーカーにおける技術開発

とキャリア 

昭和電工株式会社 人事部 人材開発グル

ープ マネージャー 
黒田 靖 氏 

昭和電工株式会社 生産技術部プロセ

ス・ソリューションセンター 技術開発

ユニット プロセスグループ 

品川 紗織 氏 
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回 開催地 日 程 講演テーマ 講   師 

第 82 回 広島 
令和元（2019）年 
12 月 11 日(水) 
14：35～16：05 

大学教員から企業研究開発職

へ 
丸善製薬株式会社 技術開発本部 

西谷 洋輔 氏 

第 83 回 広島 
令和元（2019）年 
12 月 18 日(水) 
14：35～16：05 

事件記者の宿命 株式会社テレビ新広島 代表取締役社長 
箕輪 幸人 氏 

第 84 回 広島 
令和 2（2020）年 

1 月 8 日(水) 
14：35～16：05 

博士号取得者がつなぐ学術界と

産業界～技術開発マネジメントと

いう業務～ 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術

総合開発機構 NEDO 人事部 人事課 課

長代理 
三枝 俊介 氏 

第 85 回 広島 
令和 2（2020）年 
1 月 15 日(水) 
14：35～16：05 

シンクタンク・コンサルティング業

界におけるキャリア形成 

株式会社 NTT データ経営研究所 人事部

長 
野々山 清 氏 

第 86 回 広島 
令和 2（2020）年 
1 月 22 日(水) 
14：35～16：05 

博士の働き方のとある一例:金融

分野での仕事 

みずほ第一フィナンシャルテクノロジー株式会

社 フィナンシャルエンジニア 
武田 直幸 氏 

第 87 回 広島 
令和 2（2020）年 
1 月 29 日(水) 
14：35～16：05 

IoTｘAI 時代とメモリ～これから

の「働く」を考える 

マイクロンメモリ ジャパン合同会社 
Manufacturing Engineering 部 Director 

金子 幸治 氏 

第 88 回 広島 
令和 2（2020）年 

2 月 5 日(水) 
14：35～16：05 

企業における研究活動とは？～

協和発酵バイオでの 13 年間を

振り返って～ 

協和発酵バイオ株式会社 生産技術研究所 

培養Ｇ 主任研究員 
倉都 将宏 氏 

第 89 回 山口 
令和元（2019）年 

7 月 4 日(木) 
12：50～14：20 

技術系社員の海外駐在経験談

～グローバル化時代を生き抜く

研究者・技術者ケーススタディ 

安川電機みらい館館長 
岡林 千夫 氏 

第 90 回 徳島 
令和元（2019）年 

7 月 18 日(木) 
16：00～18：00 

イノベーションクラブ講演会 

島 根 大 学 医 学 部 生 命 科 学 講 座  教 授 ／

PuREC 株式会社 取締役 
松崎有未 氏 

島根大学医学部病態生化学講座 教授／株

式会社 mAbProtein 代表取締役 
浦野 健 氏 

第 91 回 徳島 
令和元（2019）年 
11 月 22 日(金) 
16:00～18:30 

2019 年度 
徳島大学産業院セミナー 

メディアドゥホールディングス代表取締役／産

業院紹聘教授   藤田恭嗣 氏 
X-tech 株式会社代表取締役 CEO／産業院

客員教授  西条晋一 氏 
株式会社ジェイテクト研究開発本部 FFR 部 

部長／産業院紹聘教授  山本吉二 氏 
ミヤリサン製薬株式会社東京研究部 部長／

産業院紹聘教授  岡 健太郎 氏 

第 92 回 徳島 
令和 2（2020）年 
3 月 18 日(水) 
14：00～15：45 

日本学術振興会（JSPS）特別研

究員説明会 
 

＜新型コロナウイルス感染症対策に関する徳

島大学の基本方針に基づき中止＞ 
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◆第 73 回コンソーシアム人材セミナー（広島）：日本製鉄株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年6月12日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室（東広島キャンパス）  
【参加者】 32名 
【開催報告】 

講師の髙橋 学氏は，大学院で物理（原子核物理）を研究，入社後は一貫して研究開発に従事し，

主に，自動車用高強度鋼板の開発実用化に注力してこられました。 
セミナー冒頭では，「ものづくりが日本人の生活の源泉である」ことを説き，日本の鉄鋼業や

同社の研究開発についてのお話がありました。また，アカデミックの世界と企業とを比較しな

がら，企業にとっての財産は「人」であり，一人の優れた力のみではなく，「総合力」が求め

られていること，企業が期待する資質の中でも，「原理原則に基づいて現象を理解し，新たな

分野に挑戦しつづけるマインド」や「人に説き聞かせるコミュニケーション力」が重要である

こと，そして同社の自動車研究開発現場を例にとり，各社員が機械・材料・物理・化学・生物

などそれぞれの専門家であり，多様な活躍の場があることを示されました。約1時間の講演の最

後では，髙橋氏より聴講学生へ次のメッセージをいただきました。『次の世代を生きる人々が

日本国内で充実した生活を送り続けるために，技術とものづくりで，私たちの国の価値を永続

的に保持し続けていってほしい。焦らず，着実に，自らの考えを具現化してほしい。』 
セミナー最後に設けた30分のディスカッションでは，ライフサイクルアセスメント（LCA）に

ついて触れ，「製品の製造から廃棄までの総合負荷としてＣＯ2を考慮する必要があること」につ

いて全員で考える時間となりました。 
 
◆第74回コンソーシアム人材セミナー（広島）：アストラゼネカ株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年6月19日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室（東広島キャンパス） 
【参加者】 37名 
【開催報告】 

講師の眞野氏はアストラゼネカ株式会社へ入社後，営業職（MR）の経験を積まれ，現在は，製

薬会社にイノベーションを起こすべく，ダイバーシティ＆インクルージョンを掲げ人材育成に取

り組んでいる同社にて，新卒採用担当として活躍されています。 
セミナーでは，はじめに，製薬業界の現状や同社の企業理念・事業内容・人材育成への取り組

みについて触れ，医療用医薬品に注力してきた同社内の様々な働き方(職種)についてお話しいただ

きました。 
セミナー中盤のワークセッションでは，聴講者が自身の専門スキルや内面の強みについて考え，

その強みをどの職種で活かせるか等について積極的な意見交換をしました。また，終身雇用制度

の限界が近づいている中，ポータブルな経験・スキルを蓄えながら，専門性が一貫していること

が，今後「自分の市場価値を上げ」，「生きたい生き方を選べる」ことへと繋がるというお話が

ありました。 
セミナー全体を通して，眞野氏が経験してこられた営業職（MR）について詳しくご説明いただ

きましたが，最後に，「自分の可能性を狭めず，広い視野で自分の適正に合った仕事見つけてく

ださい」とのメッセージで締めくくられました。 
 
◆第75回コンソーシアム人材セミナー (広島)：一般社団法人共同通信社 
【日 時】 令和元（2019）年6月26日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 31名 
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【開催報告】 

講師の高橋氏は，読売新聞記者を経て共同通信社に入社されました。同社社会部で，東京地検

特捜部，皇室等をご担当，そして，東日本大震災後には福島支局長，仙台支社編集部長を務めら

れ，震災原発事故報道を指揮，現在は人事グループ採用担当部長としてご活躍されています。 
セミナー前半では，様々な過去の記事を例に挙げながら，同社について，そして様々な報道機

関の黒衣的な立場である通信社の役割についてお話しいただきました。また，一つの記事を例に，

記事に関わっている同社の9職種についても紹介いただき，多様な人材を求めていることをご説明

いただきました。 
セミナー後半では，若い方にもニュースを読んでもらうための「多メディア展開」についてご

紹介いただき，様々なツールが身近にあることを改めて認識しましたが，高橋氏からは，「スマ

ホで自分の興味のあるものだけを見るのではなく，是非，世の中を総覧できる“新聞”でニュー

スを取り入れて欲しい」というメッセージをいただきました。 
本日のセミナーを踏まえ，私たちはなぜニュースを読むのか，私たちにとってニュースとは何

なのだろうか，ということを考えるきっかけとなりました。 
 
◆第76回コンソーシアム人材セミナー (広島)：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 
【日 時】 令和元（2019）年7月3日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 33名 
【開催報告】 
  講師の亀山氏は，大阪大学薬学部卒業後財団法人サントリー生物有機科学研究所に就職され，

生理活性物質に関する研究に従事されました。科学技術振興事業団(現JST)のポスドクを経て，農

林水産省に入省。独立行政法人 食品総合研究所に19年間在籍後，現在は農研機構 西日本農業研

究センターの企画部長として活躍されています。 
セミナー冒頭では，同機構についての概要や研究領域についてお話がありました。研究目標と

して「中山間地域農業を元気に」を掲げる西日本農業研究センターでは，日本の農業発展に向け

て様々な研究が行われており，同センターの具体的な研究成果のうち，一例として「トバテン(飛
ばないテントウムシ)」による害虫防除法を紹介していただきました。また，亀山氏の歩んでこら

れたキャリアやこれまでの研究内容についてもお話しいただきました。 
セミナー最後に聴講学生へ向けて，『自分のやりたいことを「選択」し，優先順位をつけて行

動する「集中」も重要である一方で，「非選択(選択しないこと)」によって視野が広がることもあ

る。周囲の意見に耳を傾け，幅広に情報収集し，自分のやりたいことを見極めていれば，自ずと

自分の進路が選択できるはず。』というメッセージをいただきました。 
 
◆第77回コンソーシアム人材セミナー (広島)：株式会社コーエイリサーチ＆コンサルティング 
【日 時】 令和元（2019）年7月10日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 37名 
【開催報告】 
  講師の松原氏は一橋大学大学院 社会学研究科を修了(修士号取得)後，開発コンサルティング企

業での業務を経て，米国ハーバード公衆衛生大学院に留学され，国際保健・人口学分野での修士

号を取得されました。その後，システム科学コンサルタンツ株式会社，現在の株式会社コーエイ

リサーチ＆コンサルティング(KRC)に保健医療分野のコンサルタントとして入社，ご活躍され，
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現在では営業企画部にて営業，事業推進に関する対外支援，他社とのネットワーキング，新規顧

客開拓などに従事されています。 
セミナー冒頭では，開発コンサルタントは，援助実施機関(国際機関やJICA等)が発注するプロ

ジェクトを受注・契約し，実際に開発途上国で計画立案・設計，技術移転等を行う仕事であると

ご紹介していただきました。KRCは総合力や専門力を活かして，教育・雇用，インフラ調査，保

健・医療など多くの海外事業を手掛けられています。フィリピンやモンゴルなどで行われた事業

を例としてご説明いただきました。 
最後に，海外で仕事を行う開発コンサルタントには，心身ともにタフであること，環境適応能

力，異文化受容力，コミュニケーション能力などが求められるが，仕事をする中で，世界中の国

を知ることができる，一国の重要な政策や事業の一端を担えることなどのやりがいを感じる魅力

ある仕事だと話されました。 
 
◆第78回コンソーシアム人材セミナー (広島)：三井物産株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年7月24日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 43名 
【開催報告】 
  講師の赤井氏は広島大学経済学部を卒業後，三井物産株式会社に入社，海外勤務で様々なキャ

リアを積まれ，現在，中国支社(広島)にて支社長補佐として活躍されています。オンラインで登場

の福薗氏は名古屋大学大学院理学研究科にて博士号を取得し，同社に入社，現在，医療情報サー

ビス事業担当，医療機器事業担当として活躍されています。 
セミナー冒頭で，赤井氏から同社の概要についてお話があり，金属分野や機械・インフラ，生

活産業等の幅広い様々なものに対して，マーケティングや事業開発を行う総合商社であると紹介

いただきました。続いて福薗氏から，ご自身が手掛けられた事業や博士課程の学生に求められる

資質についてお話いただき，同社では事業の創出から成長まであらゆる部分に携わることができ

ると説明がありました。福薗氏はヘルスケア領域を専門とされていますが，博士課程で培った考

え方が様々な場面で活かされていると話されました。そして，「いろいろな人と話をすることで

自分の研究と社会との関係について知見を広げ，その上で自分のやりたいことは何なのか考えて

ください」とメッセージをいただきました。 
最後に，キャリア観について受講生間で意見交換を行い，その後，オンラインで参加の同社人

事部新卒採用担当の和田氏を交えてディスカッションが行われ，今後のキャリア形成について改

めて考える機会となりました。 
 
◆第79回コンソーシアム人材セミナー (広島)：タツモ株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年7月31日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 30名 
【開催報告】 
  講師の上田氏は福岡工業大学工学部を卒業後，松下電器産業株式会社に就職され，主として金

属の超精密微細加工に従事してこられました。同社の理事・生産技術研究所所長，パナソニック

㈱の理事・ものづくり研修センター所長を経て，現在ではタツモ株式会社の顧問としてご活躍さ

れています。 
セミナー冒頭で，タツモ㈱の会社概要についてお話があり，半導体関連，液晶関連，電気メッ

キ装置，金型・樹脂成型の各事業について紹介していただきました。 
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その後，半導体，FPD(フラットパネルディスプレイ)の市場規模や構造，製造プロセスについて

の説明に続き，製造プロセスに用いられる塗布技術について，同社で開発されている液晶CF(カラ

ーフィルター)や有機半導体の結晶化を用いる方法を例として紹介していただきました。 
講演の最後に，「興味本位でサイエンスを探求するのではなく，研究成果の価値を見定めるこ

とを意識して日々の研究に取り組んでください。また，大きな成果を生み出すために人と連携す

る力をもつことが大事です。」というメッセージをいただきました。 
講演後に行われたディスカッションでは，研究を進めるうえでパートナーとの連携やマネジメ

ントの方法とその留意点について，参加者同士で意見交換を行い，その後，上田氏からコメント

があり，コミュニケーションや情報共有等の有用性について改めて考える機会となりました。 
 
◆第80回コンソーシアム人材セミナー (広島)：日本ハム株式会社中央研究所 
【日 時】 令和元（2019）年8月7日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 32名 
【開催報告】 
  講師の西山氏は東京大学大学院農学生命科学研究科にて博士号を取得，愛媛女子短期大学生命

科学研究所助手，愛媛大学ベンチャービジネスラボラトリー講師等を経て，日本ハム株式会社中

央研究所に入社され，現在，同研究所研究員として活躍されています。 
セミナー冒頭で，日本ハム株式会社は食肉の生産・加工から販売までを行っており，中央研究

所では食品の機能性や健康に関する研究としてイミダゾールジペプチドの人体への影響，食肉生

産効率向上のための基礎研究としてAI，センサーを活用した家畜飼育管理システム，さらにアレ

ルギー対応食品の生産や食育の取り組みなどを行っているとお話がありました。また，同研究所

が取り組んでいる，ゲノム編集を用いた畜産の生産性向上についてもご説明いただきました。 
最後に，講師自身の経歴について，博士課程で取り組んできた研究とは異なる様々な分野の業

務を同研究所で経験し，そのたびに新たな知識や視点を獲得してきたとお話いただきました。そ

うした経験から，博士人材には専門分野だけでなく関連分野への展開が必須であり，「高い専門

性・幅広い分野に対する対応力・グローバルな視点を持った人材になってください」とメッセー

ジをいただきました。 
講演後のディスカッションでは，タンパク質供給不足の解決・回避をテーマに参加者同士で意

見交換を行い，その後，西山氏からのコメントがあり，タンパク質の需要・供給の在り方につい

て考える機会となりました。 
 
◆第81回コンソーシアム人材セミナー (広島)：昭和電工株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年12月4日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 32名 
【開催報告】 
  講師の黒田氏は広島大学大学院工学研究科にて博士号を取得後，昭和電工株式会社に入社され

ました。最初の配属は大分研究所，その後川崎の研究開発センターにて主に触媒の研究に従事さ

れ，昭和電工セラミックス株式会社への出向を経て，現在は人事部人材開発グループで活躍され

ています。品川氏は広島大学大学院工学研究科の博士課程前期を修了後，同社に入社されました。

現在は生産技術部で活躍されています。 
セミナー冒頭では，化学業界および同社の紹介があり，身近な化学製品や素材産業の面白み・

強み，そしてアルミニウムセグメントを持っている化学メーカーの珍しさなどをお話しいただき

ました。続いて，研究開発の事例として，光触媒の開発・事業化について紹介していただきまし
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た。酸化チタンは主に車の塗装などに使われていますが，コンデンサーとしても様々な電子機器

に使われています。また，同社では酸化チタンを光触媒に活用し，空気浄化や水浄化へ応用する

べく可視光応答型酸化チタンの開発に取り組まれ，プロジェクトリーダーを務めた黒田氏は，産

官学の垣根を越えた交流をはかり，十面体酸化チタンおよび抗菌抗ウイルス効果がある銅系化合

物担持酸化チタンの開発に結びつきました。品川氏からは，化学工学系のキャリアおよび就職活

動について，経験をふまえてアドバイスいただきました。 
最後に，企業が学生に求める能力や博士卒社員の活躍状況についてお話しがあり，「博士と修

士の差」をテーマに意見交換を行いました。 
 
◆第82回コンソーシアム人材セミナー (広島)：丸善製薬株式会社 
【日 時】 令和元（2019）年12月11日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 36名 
【開催報告】 
  講師の西谷氏は神戸大学自然科学研究科資源生命科学を専攻，博士号を取得されました。その

後，同大学医学部消化器内科の学術研究員となり，同大学農学研究科の助教を経て，丸善製薬株

式会社に入社されました。現在は研究開発本部でご活躍されています。 
同社は，社名こそ「製薬」会社ですが，実際は植物から天然成分を抽出・精製，そして発酵お

よび分析技術をベースにもつ原料メーカーであり，医薬品のみにとどまらず，化粧品・食品・健

康食品・日用品などの非常に幅広い分野へ原料を提供していることを，セミナー前半で紹介いた

だきました。 
後半は，自身のキャリアについて，結婚や出産などのライフイベントも交えて紹介いただきま

した。博士課程時代に味わった研究の醍醐味が現在でも研究を続けるモチベーションになってい

ること，また，修了後も研究が継続できる環境を求め続けた結果，医学部の研究員として異分野

に触れられたこと，農学研究科での助教の間は，研究以外にも大学運営業務に携わったことなど，

様々な経験についてリアルな言葉でお話しいただきました。 
セミナー最後には，「自分の好きなことをひたすら考え，やりたいことを大事にして，それを

続けられるような進路選択もある」というメッセージをいただき，受講者自身のキャリア選択に

ついて深く考える時間となりました。 
 
◆第83回コンソーシアム人材セミナー (広島)：株式会社テレビ新広島 
【日 時】 令和元（2019）年12月18日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 33名 
【開催報告】 
  講師の箕輪氏は早稲田大学の商学部を卒業後，株式会社フジテレビジョンに入社され，常務取

締役報道局長，解説委員長，社会部長など様々なポストを経験されました。報道番組ニュースジ

ャパンのコメンテーターを務められた経験もあります。現在は，株式会社テレビ新広島代表取締

役社長としてご活躍されています。 
セミナー冒頭では，会社の紹介と事件記者時代の一日について紹介いただきました。記者時代

当時の事件発生後に現場へ出動して取材をするハードな一日について，また，警視庁の記者クラ

ブに勤務されていた時の経験をお話しいただく中で，「人々は，事件報道を見ることで被害者の

心の痛みを共有し，その事件の原因に関心を抱き，社会全体で再発防止策を考えられるようにな

る。その目的のために事件記者として，正義感を大切に，取材に取り組んできた。」という思い

を語っていただきました。 
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最後に，学生時代は世間知らずで頭でっかちな生き方だったけれども，事件記者となって素晴

らしい人と出会い，話を聞く経験を積み重ねることで視野が広がり成長できたこと，その経験か

ら，「街を歩き，人に会い，本を読むこと」を勧められました。そして，新しいことを発見し，

問題意識を持つことで，変化がめまぐるしい現代において必要な「想像力」を養ってくださいと

伝えられました。 
 
◆第84回コンソーシアム人材セミナー (広島)：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開

発機構 
【日 時】 令和2（2020）年1月8日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 29名 
【開催報告】 
  講師の三枝氏は，北海道大学大学院理学研究科修士課程を修了後，新エネルギー・産業技術総

合開発機構(以下「NEDO」)に就職されました。研究開発推進部に配属され，その後は，経済産業

省 産業技術環境局へ出向，現在は，人事部にて活躍されています。 
セミナー冒頭では，NEDOは国立研究開発法人として社会が抱えている問題を解決することを

目的としており，技術を持っている大学や研究機関に予算を配分する組織であると紹介していた

だきました。主な業務である「プロジェクトマネジメント」では，情報収集から評価・追跡調査

までのプロセスについて説明いただき，エネルギー，産業技術，国際事業など，複数の取組事例

を具体的に示していただきました。 
セミナー後半では，実際の職員のキャリアパスや，博士号取得職員をインタビューした生の声

を紹介いただき，NEDOの仕事のやりがいとして，複数分野の新技術に触れて知的好奇心が満た

される点，実際に技術が社会で使われ国の問題解決に貢献できる点などを学生にお伝えいただき

ました。そして，最後のディスカッションでは，「20年後の社会を見据えた，収益化できる政策・

研究課題とは何か」というテーマについて，受講者間で意見を出し合いました。 
 
◆第85回コンソーシアム人材セミナー(広島)：株式会社NTTデータ経営研究所 
【日 時】 令和2（2020）年1月15日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 26名 
【開催報告】 
  講師の野々山氏は早稲田大学法学部卒業後，アーサーアンダーセン&カンパニー(現アクセンチ

ュア株式会社)に入社し，ITコンサルタントとして勤務されました。その後，株式会社NTTデータ

経営研究所にて経営コンサルティング業務に従事され，現在は，同社経営管理部門 人事部長と

してご活躍されています。 
セミナー前半では，コンサルタントが問題解決のプロであること，また，シンクタンク，経営

コンサルティング，ITコンサルティングなどの機能分類について説明していただきました。そし

て，近年では，クライアントのニーズが多様化していることからコンサルティングの難易度が高

くなっており，コンサルタントとして，自らの力でプロジェクトを成功に導く能力だけでなく，

収益を上げていく能力，ビジネスを開拓・創造＆発信をしていく能力を身につけることがキャリ

アステップへ繋がり，“やりがいと成長”を感じられるようになる，という魅力を語っていただ

きました。 
セミナー後半では，コンサルタントを目指す学生へのメッセージとして，好奇心旺盛などの適

性やコンサル的思考力について伝えられ，「コンサルティング会社に新卒，中途どちらで入るべ

きか」を題材に，受講生が意見を出し合いました。 
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◆第86回コンソーシアム人材セミナー(広島)：みずほ第一フィナンシャルテクノロジー株式会社 
【日 時】 令和2（2020）年1月22日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 24名 
【開催報告】 
  講師の武田氏は，東京大学理学系研究科物理学専攻にて博士課程後期を修了され，慶応義塾大

学で博士研究員を務められた後，みずほ第一フィナンシャルテクノロジー株式会社に入社されま

した。現在は，投資技術開発部にてフィナンシャルエンジニアとしてご活躍されています。 
武田氏は，宇宙に関する研究をしながら，常に世の中の事や景気について興味を持ち，「勝ち

負けがハッキリすることもしてみたい」という想いから，金融の世界に入られました。同社は，

金融業界において「クオンツ」という立場にあり，銀行や証券会社，運用会社に対して，数学(統
計手法)を用いて，金融のテーマについての数理分析，意思決定，アドバイス等を行っています。

その業務のプロセスは，アイデアを探し，それをデータ解析を用いて深堀し，結果を顧客へ売り

込むという，研究のプロセスと非常に相性がよく，研究者としての経験が今の仕事にも活きてい

ると伝えられました。 
最後に，「プライベートな情報の公開に関する利点と欠点，現代の情報化社会にどのように関

わっていくか」というテーマについてディスカッションし，未来の社会への期待と不安なども含

めて意見を交わしました。 
 
◆第87回コンソーシアム人材セミナー(広島)：マイクロンメモリ ジャパン合同会社 

【日 時】 令和2（2020）年1月29日（水）14 : 35～16 : 05 

【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 

【参加者】 28名 

【開催報告】 

  講師の金子氏は，広島大学理学研究科化学専攻にて修士課程を修了後，NEC広島に入社され，設

備技術部に配属されました。その後，エルピーダメモリ，マイクロンメモリ ジャパン合同会社へ

移籍され，現在ではManufacturing Engineering部のDirectorとして活躍されています。 

セミナーでは，半導体メモリに使われている回路パターンの作成方法やレーザー光の発生方法

などの技術についてなどを含めた企業紹介をしていただき，IoTやAI，5G，自動運転の車などの技

術が発展する限り，その元となっている半導体は私たちの生活の中で重要であり続けることにつ

いてお話しいただきました。また，最先端の製品を開発し，それを最短で量産するために，多様

な分野のエンジニアを求めていることも述べられました。そして，学生への期待としては，「専

門を背景とした現象の理解と問題解決に向けた発想やチームの能力を底上げするリーダーシップ

力，国際的な評判を獲得できる力」などを挙げられました。 

セミナーの最後には，「外資系で求められる・評価される人材とはどのような人材か」という

ディスカッションテーマで，受講生間で意見を出し合いました。 

 
◆第88回コンソーシアム人材セミナー (広島)：協和発酵バイオ株式会社 
【日 時】 令和2（2020）年2月5日（水）14 : 35～16 : 05 
【場 所】 広島大学総合科学研究科 K209講義室(東広島キャンパス) 
【参加者】 21名 
【開催報告】 
  講師の倉都氏は東京大学大学院農学生命科学研究科の修士課程を修了後，協和発酵工業株式会

社(現：協和発酵バイオ株式会社)に入社され，生産技術研究所 培養プロセス開発グループ 研究員

を務められました。その後，富山県立大学工学部へ国内留学し，平成27年に農学博士(東京大学)を
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取得されました。現在も引き続き，生産技術研究所 培養グループの主任研究員として活躍されて

います。 
セミナー冒頭では，修士時代の微生物研究についてを含めての自己紹介と，同社が主にアミノ

酸業界の素材メーカーであり，作成した素材が医薬品・化粧品などに使われることで人々の健康

と豊かさに貢献している企業であることを説明していただきました。 
 同社の研究領域は基礎から商品化までの技術すべてに及んでおり，R&Iセンターでは“0から1
にする”基礎研究等(育種)を行い，生産技術研究所では“1から100にする”応用研究等(育種+工
学検討)を行っているそうです。その他にも，精製研究や工業化にかかわる研究事例について紹介

していただき，企業と大学の研究で異なる点や，博士号取得者に求める能力等，キャリアについ

ても触れられました。 
最後に，「企業のキャリアにおいて，博士には“何ができるか”が求められるので，常に意識

しながら，今の時間を大切にし，学生時代にしかできない経験をしてほしい」とのメッセージを

いただきました。 
 
◆第89回コンソーシアム人材セミナー（山口）：安川電機みらい館 
【日 時】 令和元（2019）年7月4日（木）12 : 50～14 : 20 
【場 所】 山口大学常盤キャンパス D31講義室 
【参加者】 20名 
【開催報告】 
  冒頭の浜田純夫名誉教授（キャリアパスデザイン推進室アドバイザー）の開会挨拶に続き，会

場に来られていた大学院創成科学研究科長の堤宏守教授からもご挨拶をいただきました。その後，

本学工学部電気工学科の卒業生で，現在安川電機みらい館館長である岡林千夫氏により，「技術

系社員の海外駐在経験談～グローバル化時代を生き抜く研究者・技術者ケーススタディ」と題し

た講演がありました。 
   内容は，ご自身の紹介に始まり，勤務先である安川電機の歴史や現在の事業から，主力製品で

ある産業用ロボットの話や，海外勤務の経験など，分かり易くご披露いただきました。 特に，産

業用ロボットは，それ自体の市場規模は年間１兆円であるが，年間200兆円の自動車産業に必要不

可欠なものになっていることや，日本では，各生産工場に特化した「専用品」としてのロボット

を要求させるケースが多いが，欧州では幾つかの「標準品」からロボットを選択し，それを各生

産工場向けにカスタマイズする多数の「システム・インテグレータ」が事業として成り立ってい

るという日欧の差など，興味深い話題が多数紹介されました。企業の最前線ならではの話題が多

く，学生達にも貴重な情報であったと思われます。 
 
◆第90回コンソーシアム人材セミナー（徳島） 
【日 時】 令和元（2019）年7月18日（木）16 : 00～18 : 00 
【場 所】 徳島大学蔵本キャンパス 
        藤井節郎記念医科学センター4階 セミナー室 
【参加者】 33名 
【開催報告】 
  7月18日（木），徳島大学蔵本キャンパスの藤井節郎記念医科学セ

ンター4階セミナー室において，「第90回コンソーシアム人材セミナ

ーin徳島」と「イノベーションクラブ講演会～島根大学発ベンチャ

ーの取り組み～起業によるBenefitsと研究推進」を開催しました。 
島根大学より「松崎有美教授」と「浦野 健教授」をお招きして起   

業に興味ある学生・教職員を対象に講演会を行いました。  
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再生医療や抗体関連事業のベンチャー設立・運営に関心を持っている方々33名にご参加いただ

き，質疑応答も活発に行われました。 
 
◆第91回コンソーシアム人材セミナー (徳島) 
【日 時】 令和元（2019）年11月22日（金）16 : 00～18 : 30 
【場 所】 徳島大学常三島キャンパス 地域連携プラザ2階 

 けやきホール 
【参加者】 135名 
【開催報告】 
  2019年11月22日（金），常三島キャンパス地域連携プラザ2階
けやきホールにて，「第91回コンソーシアム人材セミナー in 徳
島／2019年度徳島大学産業院セミナー」を開催いたしました。 

セミナーでは，これまでの産業院の取組の報告とともに，株   
式会社メディアドゥホールディングス代表取締役社長の藤田恭    
嗣様と，客員教授のX-Tech株式会社 代表取締役社長の西條晋      
一様に，起業に関する講演をしていただきました。また，株式   
会社ジェイテクトの研究開発本部 FFR部部長 兼 産業院招聘教 
授の山本吉二様と，ミヤリサン製薬株式会社の東京研究部部長兼産業院招聘准教授の岡健太郎様

に，大学との連携に関する講演をしていただきました。 
当日は学内外から135名参加されました。ご来場いただきました皆様，ありがとうございました。 

 
◆第92回コンソーシアム人材セミナー (徳島) 
【日 時】 令和2（2020）年3月18日（水）14：00～15：45 
【場 所】 徳島大学常三島キャンパス 地域連携プラザ2階   

けやきホール 
【参加者】 なし 
【開催報告】 
  ＜新型コロナウイルス感染症対策に関する徳島大学の基本方  

針に基づき中止＞ 
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8. 若手研究人材の意識啓発を促す取組  
 

8-1．ウェブサイト 
本 事 業 の 取 組 内 容 は ， オ リ ジ ナ ル ウ ェ ブ サ イ ト HIRAKU(https://home.hiroshima-

u.ac.jp/hiraku/)を構築し，イベント参加者募集や公募などのお知らせも随時掲載している。そ

こには，より詳細な内容や連携機関の情報を掲載している。また，若手研究者ポートフォリオ

(HIRAKU-PF)にリンクしている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆広島大学グローバルキャリアデザインセンター若手研究人材養成 
URL:https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc_yr/ 

－ 43 －



21 
 

◆山口大学  URL:http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/HIRAKU/ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆徳島大学  URL:https://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/cons/ 
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8-2．学生むけ小冊子 HIRAKU（2014 年度～2018 年度発行） 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HIRAKU Vol．1（平成 27（2015）年 3 月発行）  

博士課程後期を知る読本 

・次世代研究者インタビュー 

・博士課程後期研究者 座談会 

・未来を拓く地方協奏プラットフォームとは 
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HIRAKU Vol．2（平成 28（2016）年 3 月発行） 

博士課程後期を知る読本 

・「未来博士３分間コンペティション 2015」 

受賞者インタビュー 

・未来を拓く地方協奏プラットフォームとは 
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HIRAKU Vol．3（平成 29（2017）年 3 月発行） 

博士課程後期を知る読本 

・「未来博士３分間コンペティション 2016」 

受賞者インタビュー 

・未来を拓く地方協奏プラットフォームとは 
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HIRAKU Vol．4（平成 30（2018）年 3 月発行） 
博士課程後期を知る読本 
・最先端研究者インタビュー 
・「未来博士３分間コンペティション 2017」 

受賞者インタビュー 
・大学を取り巻く研究環境について 
・未来を拓く地方協奏プラットフォームとは 
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HIRAKU Vol．5（平成 31（2019）年 3 月発行） 

博士課程後期を知る読本 

・若手研究者座談会 

・「未来博士３分間コンペティション 2018」 

受賞者インタビュー 

・未来を拓く地方協奏プラットフォームとは 
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8-3．学生むけ小冊子 HAKUSHI （2015年度，2017年度発行） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

HAKUSHI 平成 25（2015）年 10 月版 

 

博士課程後期への進学は， 

あなたに与えられたかけがえのないチャンス。 

 

・進学フロー 

・研究者インタビュー 

・学生インタビュー 

・あなたの疑問にお答えします!! 

－ 50 －



28  

HAKUSHI 平成 30(2018)年 3 月版 

 

博士課程後期への進学は， 

あなたに与えられたかけがえのないチャンス。 

 

・進学フロー 

・研究者インタビュー 

・対談 

・HAKUSHI の先 

・コラム 

・HIRKU-PF 

・あなたの疑問にお答えします!! 
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9. 若手研究人材のキャリアスタート支援 

 

9-1．若手研究人材ポートフォリオ HIRAKU-PF 
「若手研究者ポートフォリオ(HIRAKU-PF)」は，本事業の基幹 IT システムとして，いろいろな

「あつまる」・「つながる」・「まじわる」機能を通じて，博士課程学生を含む若手研究者が社会との

つながりを深め，新たな出会いや気づきの中で自らの未来を拓くことができるように構築し，平成 
28（2016）年 3 月に運用を開始した。 

 (配布チラシ) 
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◆HIRAKU-PF が網羅する主な機能 
 

(1) 若手研究者も企業等のＰＲ情報発信および検索－ e ポートフォリオ機能 検索機能 
HIRAKU に参画する多くの国公私立大学の博士課程学生・若手研究者，幅広い連携企業・公的

機関がユーザ登録することにより利用可能となる。ユーザーとして付与されたアカウントを基に

e ポートフォリオを作成し，若手研究者は自分のプロフィールや研究業績，PR 動画やファイル，

所属研究室が公開する SNS などを，連携機関は機関概要，求める博士人材，活躍している博士

人材などを登録し，HIRAKU-PF 内で相互にアピールすることができる。若手研究者については

氏名，所属機関やキーワードを利用して検索することができ，e ポートフォリオを閲覧すること

ができる。公開を希望する研究者は，自分の e ポートフォリオをネット上に公開することも可能

であり，全世界に向けて発信することができる。 
 
 

(若手研究者) 
e ポートフォリオを作成し，基本情

報に加え，自己アピール文，研究活

動など積極的にＰＲできる。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

YouTubeやmp4ファイルなどのPR
動画を埋め込みで掲載することがで

きる。 
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Facebook ページや Twitter，ブロ

グなど SNS 情報を埋め込みで表

示させることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

検索条件を入力・選択することに

より，登録されている若手研究者

を検索し，e ポートフォリオを閲

覧することができる。（ネット公

開設定している研究者であれば，

外部検索エンジンでも検索可能） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

閲覧した e ポートフォリオから，

直接システム内でメッセージを送

信することができる。 
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（連携企業・公的機関） 
連携企業・公的機関の e ポー

トフォリオでは，各機関の概

要を掲載できる。既存のホー

ムページがあれば，画像やリ

ンクなどもそのまま添付可能。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
求める人材や実際に活躍して

いる人材など，博士人材に特

化して情報発信ができる。 
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(2) シーズ・ニーズ情報の発信・閲覧・交流促進－ シーズ・ニーズ機能 
連携機関やシニア教員は，研究技術，研究人材などの「ニーズ」を登録し，全研究者ユーザーに

対して発信できる。若手研究者や若手教員は，自分たちが持つ研究技術やスキルを「シーズ」と

して登録し発信できる。それぞれが選択した公開先に含まれるユーザーは，ログイン後に表示さ

れるトップページ(ポータル)画面において，シーズ・ニーズの一覧情報を確認し，関心を持った

場合には表明することができる。情報を登録したユーザーは，関心を表明したユーザーを招待し

て掲示板を作成し，コミュニケーションを開始することもできる。 
 

ポータル画面上に登録したシー  

ズやニーズが掲示され，閲覧者

は☆マークをクリックすること

で関心を表明することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) インターンシップ/求人/イベント情報の発信・入手－ インターンシップ機能 イベント機能 
博士課程学生・若手研究者向けに集約されたインターンシップや求人情報などの情報が閲覧で

きるだけではなく，応募や必要書類のアップロードも HIRAKU-PF 上から行うことができ

る。HIRAKU-PF 上から連携企業／公的機関へ直接質問も可能である。若手研究者からの提

案が新しいインターンシップや共同研究につながる流れも期待される。 
 

(4) キャリア相談の依頼および面談実績の管理 – キャリア相談機能 支援情報機能 
キャリア相談やインターンシップ等の相談も，HIRAKU-PF を通じて依頼・設定可能であり，

過去の相談状況を蓄積できる。また，各種支援情報も提供される。 
 

(5) ユーザー同士の気軽なコミュニケーション－ 掲示板機能 メッセージ機能 
(1)で前述のとおり，ユーザーは検索後に閲覧した他ユーザーの e ポートフォリオからメッセー

ジ機能を使って直接連絡を取ることができる。また掲示板機能もあり，博士課程学生・若手研

究者同士が掲示板グループを作成して若手研究者主体のイベント運営や情報交換などに利用し

たり，連携機関と若手研究者がシーズ・ニーズ機能などを通じて掲示板グループを作成し，共

同研究のきっかけ作りに利用したり，研修やワークショップなどを通じてできたワーキンググ

ループで掲示板グループを作成し課題・演習のフォローに活用したりすることができる。 
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平成 29（2017）年，平成 30（2018）  

年，令和元（2019）年に開講した

「課題提案型ワークショップ（広

島大学大学院共通科目・大学院共

通科目「イノベーション演習」）」

では，履修生と参加企業からなる

ワーキンググループおよび各グル

ープの担当教員やアシスタントで

掲示板を作成し，情報共有や演習

時間外のコミュニケーションに活

用した。 
 

 
(6) 研究者として能力チェック＆講座情報の入手－ 能力開発支援機能 

高等教育機関，研究機関の博士研究者や博士課程在籍者の自己啓発，専門的能力開発及びキャ

リア開発を支援する英国の非営利の全国的ネットワーク組織 Vitae が作成した研究者の総合的

な能力指標， “Researchers Development Framework(RDF)”が組み込まれている。研究者に

必要とされる 63 項目の能力について 5 段階のステージで表示しているので，現状把握や将来

の指針として参考にすることができる。自分がどのステージにいるのか自己診断し，その根拠

を記録することで，自分の能力を客観的に捉えることができ，さらなる向上を目指して目標を

設定することができる。また対象能力を養成することが可能な授業やプログラムを確認し，そ

の参加状況を記録することも可能。自己診断結果は，記録した根拠や設定目標と併せてレポー

ト出力ができる。自分の能力養成状況を定期的に診断して更新し続けることにより，自分の成

長状況を時系列で確認することができる。 
 

(Vitae RDF) 
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能力ごとに 5 段階のステージに分

けて，期待される知識・行動・態度

などが表示される。自分がどの段階

にあるか自己診断する。 
自己診断の根拠(エビデンス)，対象

能力を伸ばすためのアクションプラ

ンを入力することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象能力を養成することが可能な

講座，プログラムなどが登録され

ており，参加・受講を記録していく

ことができる。 
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自己診断結果，短期・長期目標， エ
ビデンス，アクションプラン，記録

した科目参加履歴などを時系列で遡

ってエクセルに出力することができ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ユーザー数 
・平成 29（2017）年 12 月 31 日時点の 849 件から平成 30（2018）年 12 月 31 日現在で 1,465 件

まで増加。 
・平成 30（2018）年 12 月 31 日時点でのユーザー数内訳は，若手研究者 1,310 名（D 1,195 名，M 

50 名，PD 65 名），修了者 41 名。また，若手研究者の大学別内訳は，広島大学 1,213 名，山口大

学 24 名，徳島大学 23 名，左記以外の大学 50 名。 
・令和元（2019）年 12 月 31 日現在のユーザー数内訳は，若手研究者 1,713 名（D 1,595 名，M53

名，PD 65 名），修了者 53 名。また，若手研究者の大学別内訳は，広島大学 1,604 名，山口大学

22 名，徳島大学 37 名，左記以外の大学 50 名。加えて教職員（相談員含む）70 名，連携機関 62
機関（代表機関・共同実施機関を除く） 

 
 
 
  

－ 59 －



37  

9-2．博士人材キャリア相談室 

 
センターのスタッフ等と一緒に自身のキャリア設計について考え，今後の進路に関する不安を一

つ一つ解決する支援をしている。たとえば，就職を希望する博士課程後期学生や若手研究者には，

履歴書を作成させ，履歴書の構成や文章の流れなどを指導したり，面接試験にあたっての基本的な

マナーや礼儀作法，あるいは企業出身のコーディネーターや幅広い分野の専門家の先生と実践形式

の面接指導などを行ったりしている。 
※例:キャリア設計相談，進路・進学相談，履歴書作成・面接指導，プレゼンテーション能力の向上 
 

【相談日時】 随時（但し，予約優先） 
【場 所】 グローバルキャリアデザインセンター若手研究人材養成（広島大学学生プラザ 2F） 
【予 約】 「若手研究者ポートフォリオ（HIRAKU-PF）」面談機能を利用して予約すること。 
【問合せ先】 グローバルキャリアデザインセンター若手研究人材養成 

E-MAIL  wakateyousei@office.hiroshima-u.ac.jp 
URL  https://www.hiroshima-u.ac.jp/gcdc_yr/consultation 

 
平成 26（2014）年度 11 月以降相談者延べ数 110 名 
平成 27（2015）年度相談者延べ数 213 名 
平成 28（2016）年度相談者延べ人数 196 名 
平成 29（2017）年度相談者延べ人数 175 名 
平成 30（2018）年度相談者延べ人数 157 名 

 令和元（2019）年度（1 月末日現在）相談者延べ人数 134 名 
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10. 代表機関および共同実施機関独自の取組  

 

10-1．広島大学独自の取組 

 

10-1-1．広島大学特別研究員 成果報告会 

広島大学では，学位取得者を対象に，教育機関や産業界で活躍できる人材の育成を目指して，

広島大学特別研究員という制度を設けている。その制度について説明を行うとともに，自らの研

究実績とキャリアパス形成の取組について報告を行った。 
 

( 1 )  第 7 回 広島大学特別研究員成果報告会 
【日 時】 令和元（2019）年 7 月 30 日（金）15:00～17:00 
【場 所】 学生プラザ 1 階 東側 
【参加者】 24 名 

 【概要】 
まず，グローバルキャリアデザインセンター副センター長であ

る 三須 敏幸 教授より，広島大学特別研究員制度についてご説

明いただいた後，2018 年度第 2 期 広島大学特別研究員である 

Ferreiro Posse Damaso 氏，姜 睿 氏，何 磊 氏の 3 名に講演

していただきました。 
講演では，「研究紹介」や「特別研究員としての取り組み」，「自

己評価」についてご紹介いただきました。その中で，自身の研究分野と関連するインターンシッ

プ，キャリアプランの立て方や就職活動，大学での研究と社会との関連，特別研究員のセミナー

について，具体例を挙げながらお話しいただきました。そして，最後にグループディスカッショ

ンの時間を 15 分間設け，参加者と講演者が隔たりなく，キャリアプラン，研究活動，特別研究

員の生活について，それぞれの率直な意見を交わすことができました。参加者が，キャリア開発・

キャリアプランに関する情報を獲得し，意見交流をすることで，自身のキャリアを描いてみるこ

とができた報告会でした。 
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( 2 ) 第 8 回 広島大学特別研究員成果報告会 
【日 時】 令和 2（2020）年 2 月 14 日（金）15:00～16：30 
【場 所】 学生プラザ 1 階 東側 
【参加者】 21 名 

  【概要】 
本報告会は，「若手研究者の過去，現在と未来」というテーマを掲げ，

これから研究者に向かっていこうとする方々に，何か少しでもヒント

のようなものをお出しすることができれば，という想いを込めて開催

しました。 
当日はまず，グローバルキャリアデザインセンター副センター長で

ある 三須 敏幸 教授から開会のご挨拶をいただき，その後，2019 年

度第 1 期 広島大学特別研究員である 楊 駒氏，樊 可人氏，ZHANG 
LINGHAN 氏，BAE JIYUN 氏に 1 年間の成果をご報告いただきまし

た。みなさん，それぞれ 1 年間頑張ってこられたことを，短い発表時間だったにもかかわらず，熱く

語ってくださいました。特別研究員以降のキャリアを模索していこうと奮闘されてきたことが伝わっ

てきて，参加者にとってどれも意義深いご報告でした。 
それに引き続き，グループディスカッションを 15 分間設け，参加者と報告者がキャリアプラン，研

究活動，特別研究員の生活などについて，ざっくばらんに意見を交わすことができました。それぞれ

の想い，現在の生活，就職活動の苦労など，いろいろな話題が出ていました。参加者がこの先キャリ

アを積んでいく中で，壁にぶつかったり迷いが出てきた時，何かヒントをもらえるような，そんな有

意義な時間になりました。 
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10-1-2．HIRAKU 実践プログラム 

 
グローバルキャリアデザインセンターでは，研究キャリアの初期段階にある博士課程後期学生

（D）及び若手研究者（PD）を対象に，新分野に挑戦する活力のある研究人材の育成を目的とし

たプログラム（HIRAKU 実践プログラム）を提供しています。HIRAKU 実践プログラムは，若

手研究者がグローバルキャリアデザインセンター担当

科目および独自セミナー等を履修・受講することで，

社会の多方面で活躍できる素養を身につけることがで

きるように構成されています。 
また，若手研究者は「未来を拓く地方協奏プラッ

トフォーム」の基幹 IT システム（若手研究者ポート

フォリオ HIRAKU-PF）を通じて，これらの履修・

受講履歴や達成状況を記録するとともに，研究人材

としての能力を自己チェックし，自身の強みやアピ

ールポイントを理解することができます。さらにグ

ローバルキャリアデザインセンターにおいて，キャ

リア形成に必要な指導・助言も受けることができる

体制を整えていますので，ぜひ，これらのプログラ

ムとシステムを活用してください。 
 

◆令和元（2019）年度実践プログラム 
 
① 創造性の発揮 －知識と知的能力（ドメインＡ） 

科目・イベント名 開講部局 担当教員 開講期 参  考 

科目・イベント名 開講部局 担当教員 開講期 参  考 

イノベーション演習 大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 3T 詳細は第6章参照 

データサイエンティスト養成 大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 前期/集中  

 
② キャリア開発と自己管理能力の向上 －個人の能力（ドメインＢ） 

高度イノベーション人財のた

めのキャリアマネジメント 
大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 2T 
コンソーシアム人材セミ

ナーとして実施。 
詳細は第7章参照 高度イノベーション人財のた

めのキャリアマネジメント 
大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 4T 

長期インターンシップ 大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 通年/集中 詳細は第4章参照 

理工系キャリアマネジメント 大学院共通教育（博士

課程前期） 原田 淳 前期集中  

人文社会系キャリアマネジメ

ント 
大学院共通教育（博士

課程前期） 森 玲子 前期集中・3T  

ストレスマネジメント 大学院共通教育（博士

課程前期） 原田 淳 前期集中・4T  

 

知識と 
知的能力
（A） 

個人の能力 
（B） 

影響と 
インパクト

（D） 

研究の 
管理運営

（C） 

知識基盤 
(A1) 

認知的能力 
(A2) 

創造性 
(A3) 

他者とと
もに働く 

(D1) 
コミュニケー
ションと普及 

(D2) 

一般社会との
関わりと 
インパクト 

(D3) 

能力開発・ 
キャリア開発 

(B3) 

自己管理 
(B2) 

個人の資質 
(B1) 

財政・資金調
達・研究資源 

(C3) 

研究マネジメ
ント 

(C2) 

専門家として
の行動 

(C1) 

Vitae ©2016 Careers Research Advisory Centre (CRAC) Limited.  
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③ 専門家としての誠実性と管理能力の向上 －研究の運営管理（ドメインＣ） 
科目・イベント名 開講部局 担当教員 開講期 参  考 

研究の心得~プロフェッショ

ナルになるために~ 
グローバルキャリアデザ

インセンター 三須 敏幸 前期・後期/集中  

 
④ 他者との協働と影響力の向上 －影響とインパクト（ドメインＤ） 

科目・イベント名 開講部局 担当教員 開講期 参  考 

リーダーシップ手法 大学院共通教育（博士

課程後期・博士課程） 三須 敏幸 1T  

未来博士3分間コンペティシ

ョン 
グローバルキャリアデザインセンター 
主催 2019年9月14日 詳細は第6章参照 

 
⑤ 上記以外の奨励科目（主としてドメインＤ） 

科目・イベント名 開講部局 担当教員 開講期 参  考 
オンデマンド英語論文ワーク

ショップ ライティングセンター 河本 健 通年 
オンデマンド開講  

学術文章の書き方とその指導法 
- 大学教員を目指して - 教育学研究科 河本 健  

他2名 前期  

大学教員養成講座 教育学研究科 佐藤 万知 3T   

コミュニケーション能力開発 統合生命科学研究科 中ノ 三弥子 4T  

Developing 
Designing Ability 国際協力研究科 藤原 章正 前期  

知的財産及び財務・会計論 工学研究科 伊藤 孝夫 3T  

技術移転論 工学研究科 伊藤 孝夫 2T  

技術戦略論 工学研究科 伊藤 孝夫 4T  

MOT とベンチャービジネス

論 /MOT & Venture 
Business 

工学研究科 伊藤 孝夫 1T  

プロテオミクス実験法・同実

習 統合生命科学研究科 泉 俊輔, 
片柳 克夫 2T/集中  

ナノ・バイオ・インフォ化学シ

ンポジウム 理学研究科  2019年 
12月7日，8日 詳細は第6章参照 

－ 64 －



42  

 
10-1-3．研究者等紹介 

HIRAKU オリジナルウェブサイト，広島大学グローバルキャリアデザインセンター若手研究人

材養成担当ウェブサイト，それぞれに取材コーナーを設けている。 
各取材コーナーには，広島大学学生，若手研究員が取材・記事作成を行った，様々な視点から

のインタビュー記事を掲載している。 
 

(1) 博士人材インタビュー 博士な日々 －意外と知らない博士の生活－ 
 

第 4 回 平成 30（2018）年 12 月 25 日取材・令和元（2019）年 7 月 16 日 HP 掲載 
広島大学大学院工学研究科 システムサイバネティクス専攻 D3※  銭谷 宙さん 

 
「条件不利地域にエネルギーを -研究室の外で見えること-」 

研究について 
進路について 
就職活動について 
たおやかプログラムについて 
未来博士 3 分間コンペティション参加について 
学生へのメッセージ 
取材者感想 

 
※ 経歴は取材当時 
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(2) 博士の針路 －博士号のその先－ 
 

第 21 回 平成 31（2019）年 1 月 29 日取材・令和元 31（2019）年 5 月 24 日 HP 掲載 
文部科学省 研究開発局原子力課 廃炉技術開発企画官 井出 太郎 氏 

 
「文部科学省という大きな組織におけるキャリアとは」 
キャリア選択について 
キャリアスタイルと仕事のやりがい 
必要な能力・しておいた方がいいと思う経験 
取材者感想 

 
 
 
 
 
 

（3） 若手研究者の研究紹介 
 

第 25 回 平成 30（2018）年 8 月 2 日取材・令和元（2019）年 5 月 29 日 HP 掲載 
広島大学学術院（大学院統合生命科学研究科） 加藤 節 助教 

 
「集団のために個性をみるということ 
 ―微生物の有用性のために―」 
研究内容―細胞の個性に着目して― 
研究をはじめたきっかけ 
研究をとおして大切にしていること 
キャリア形成について    
アメリカでの生活 
学生へのメッセージ 
取材者感想 
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10-1-4．4 年手帳 

 
博士課程後期の心得，進路についてのプランニング，大学で行われている学生支援等について

掲載している。博士課程後期の時間を有意義に過ごすために必要な内容を盛り込んだ手帳である。

新 D１全員に配付している。 
 

Doctoral Course Schedule Book 2020．3 ⇒ 2024．3 
（令和 2（2020）年 3 月発行） 

 
・2020 年 3 月から 2024 年 3 月までの 

カレンダー・スケジュール帳 
・博士課程後期の心得 
・研究に際して重要なこと 
・博士課程後期の学生支援 
・税金・確定申告・健康保険・年金 
・Reference for International Students 
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10-2. 山口大学独自の取組 

 

10-2-1. 実施体制 

山口大学においては，広島大学を中心とするコンソーシアム運営協議会で検討された事項を着

実に実施するため，平成 27（2015）年度に「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業に係

る国立大学法人山口大学実行委員会」（以下，「学内実行委員会」と呼ぶ。）を設置した（図 1）。以

降，事業はこの学内実行委員会の下で実施している。 

 

 

図 1 山口大学における本事業の実施体制 

 

 

10-2-2. イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム 

（1）定着に向けた学内体制の整備 

◆長期インターンシップの共通科目化 

山口大学では平成 28（2016）年度に理系大学院を再編成し，創成科学研究科を設置した。こ

の研究科では，共通科目として長期インターンシップが設定されている。またこの研究科では，

CPOT（実践教育プログラム）やイノベーション道場「志」（アントレプレナー工房）を立ち上げ

ており，本事業としては今まで同様，今後もこの研究科との連携をはかり，イノベーション人

材の養成を定着させていく。 

 

◆キャリアパスデザイン推進室との連携 

前述の研究科の再編成に合わせ，従来理工学研究科に所属し大学院生の進路開拓の支援をし

ていたキャリアパス形成支援室が，創成科学研究科所属のキャリアパスデザイン推進室となり，

同様の業務を行なっている。キャリアパスデザイン推進室長は学内実行委員会のメンバーでも

あり，緊密な連携を可能としている。 

－ 68 －
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(2) 長期インターンシップ 

補助事業期間終了を受けて，長期インターンシップ制度が見直され，派遣者の待遇は，派遣先

の定めるところとしたが，本学が必要と認めた場合には，一部交通費を本学独自で支援すること

とした。また，派遣期間についても，1 ヶ月程度以上に変更した。待遇の変更に伴う影響か，自発

的な応募者がいなかったため，個別に院生へ働きかけて応募者を発掘し，令和 2（2020）年 3 月

現在で，1 名についてマッチング中である（表１）。 

 

表 1 山口大学の長期インターンシップ派遣実績 

 

 

(3) その他の取組 ： 「山口大学大学院生研究手帳」の配布 

博士課程学生がイノベーション創出人材となる一助としてコンソーシアム全体で手帳を作成し

ているが，これを補完するため，本学では博士課程学生（特に創成科学研究科の学生）の科目履

修やキャリアデザイン関係科目について，きめ細かにガイダンスするための冊子，「山口大学大学

院生研究手帳」を制作し配布している（図 2，図 3，表 2）。 

 

図 2 

「山口大学 

大学院生研究手帳」 

の表紙 ４年分 

 

 

 

 

 

 

東
証
一
部
上
場

未
上
場
・
ベ
ン

チ

ャ
ー

民
間
小
計

平成27年度 2 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 2

平成28年度 2 4 3 3 1 1 1 2 1 3 1 2 1 1 2 3

平成29年度 2 3 3 3 1 2 1 2 2 1 1 2 1 2 3 3

平成30年度 2 3 3 3 1 2 2 1 1 2 3 2 2 1 3

令和元年度 2 1 0

令和２年度 2

令和３年度 2

年度

民間企業計
画
数

応
募
者
数

採
用
数 D

1
D
2

D
3

実績数

留
学
生

P
D
以
上

男
性

2
か
月
程
度
以
内

3
か
月
程
度
以
上

医
学
系

人
社
系

派遣期間

所属研究科内訳

派遣された学生・研究者 受入れ先

国
内

海
外

受入先セクター内訳
受入先国別

内訳
性別内訳 国籍内訳

女
性

日
本
人

学年（派遣時）内訳

理
工
農
系

公
的
機
関
・
独
法
な
ど
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図 3 「山口大学大学院生研究手帳」の中身の一部 

 

表 2 「山口大学大学院生研究手帳」の配布先 

 

 

 

10-2-3. テニュアトラック導入による若手研究者の自立・流動促進プログラム 

（1）定着に向けた学内体制の整備 

◆若手研究者雇用促進事業の強化 

本学では，平成 27（2015）年度に，補助金によらない本学独自のテニュアトラック（TT）教

員の雇用事業を開始している（表 3★の 5 名）。平成 28（2016）年度から，この制度によるス

教員 職員

D1全
員

M１
全
員

D２
以上

D1全
員

D2以
上

理 農
時間
学・総
科セ

東アジ
ア等

D1 M1

平成28年度 1000 732 439 281 9 135 24 68 33 4 4 10 287 19 252 172 2 445

平成29年度 800 454 8 113 2 12 6 20 10 0 12 10 193 24 56 175 6 261

平成30年度 700 552 7 115 15 11 10 27 185 22 314 25 6 367

令和元年度 700 217 24 111 14 1 3 25 178 33 6 39217

配布先キャンパス内訳

職員・
その他

教員

常盤キャンパス吉田キャンパス

吉田
キャン
パス小
計

常盤
キャン
パス小
計

学生（創成科学研
究科＝理・農の
み）

学生

学生（東アジ
ア研究科＝

Dのみの大
学院）

552

454

年度
印刷部
数

配布部数

うち学
生への
配布数

うち教
員への
配布数
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タート研究費支援や女性教員が採用された場合の部局へのインセンティブ付与など制度を一層

整備・強化し，現在に至っている。 

 

◆若手研究者の海外研修等事業 

TT 制度とは別に，本学予算による若手研究者の海外研修等の制度（若手研究者短期海外派遣

プロジェクト）で若手研究者を海外に派遣した。 

 

(2) テニュアトラック教員採用実績 

表 3 に本学において各事業で採用したテニュアトラック教員数を示す。 

コンソーシアム事業では，表 3 の●に示すように，平成 27（2015）年度の 2 名を皮切りに，平

成 28（2016）年度以降令和元（2019）年度まで各 1 名採用した。この中で特に平成 28（2016）年

度は女性限定公募による採用であった。平成 27 年度に採用した 2 名のうち 1 名は既にテニュアを

獲得し，もう１名は令和 2（2020）年 4 月にテニュアを獲得することが決定した。 

 

 

表 3 山口大学のテニュアトラック教員の採用実績 

 
 
 
 

所属部局

医学系研究科
１名
（平成28年7月
テニュア獲得）

W
◆

１名
（平成28年3月
転出）

W
▲

１名
（平成30年2
月転出）

★

創成科学研究科
（理）

１名
（平成29年4月テ
ニュア獲得)

■
１名（令和2年
4月テニュア獲
得）

●

１名（令和2

年4月テ

ニュア獲

得）

★

創成科学研究科
（工）

１名
（平成29年1月
テニュア獲得)

◆
１名
（平成29年10月テ
ニュア獲得)

■
１名
（平成28年3月
転出）

▲ １名 ● １名 ●
１名（令和2
年3月1日
着任）

W
●

創成科学研究科
（農）

１名
　（平成30年8
月テニュア獲
得)

▲ １名
W
●

１名（令和2
年3月1日
着任）

★

共同獣医学部
１名
　（平成29年12月
テニュア獲得)

W
■

１名（令和2年
2月テニュア獲
得）

●

時間学研究所 １名 ★ １名 ★

年次別採用者数

採用者数累計

◆H23年度公募事
業による採用

2

平成２５年度
平成２６
年度

平成２７年度

現役TT教員のセルに着色。Wは女性教員を、（　）は元TT教員のテニュア獲得日や転出年月を示す。

3

令和元年度

2

平成２３年度 平成２４年度

2 3 3

平成２９年度

▲H24年度（後期）公募
事業による採用

2 5 138

★自主財源による採用

テニュアトラック普及・定着事業による採用

■H24年度公募事業
による採用

17

●コンソーシアム事業による採用

19

2

8 11

平成２８年度 平成30年度

2

15
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10-3. 徳島大学独自の取組 

 

10-3-1. 実施体制 

事業開始とともに本学の研究戦略室（室長＝研究担当理事・副学長）において，若手研究者の

自立・流動促進プログラムを推進する為の「テニュアトラックプロジェクト小委員会」と，イノ

ベーション創出人材の実践的養成・活用プログラムを推進する為の「インターンシッププロジェ

クト小委員会」を設置する等，本事業を推進する体制を整備し，テニュアトラック教員の採用や

長期インターンシップの派遣に向けて活動を実施している。 

 

[学内実施体制] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-3-2. 若手研究者の自立・流動促進プログラム 

テニュアトラック教員の公募に際しては，大学全体として計画的に取組むため，研究戦略室会

議にて，各部局からの採用提案を受けた上で，最も適切と考えられる部局で公募を実施すること

としている。令和元（2019）年度は 10 月にテニュアトラック教員（次世代フォトニクス研究）を

1 名採用した。 

各教員の今年度の活動は，次のとおりである。 

 

◆谷原特任助教（第 3 期採用） 

・ 「遺伝子改変による，医療研究用モデルブタの作出」をテーマに，今年度も新たに数種の遺

伝子改変ブタの作製に成功し，各々論文投稿準備中である。 

・ 国内外での学会等に 5 回参加し，計 2 回の口頭発表と 1 回のポスター発表を行った。 

・ 論文発表は 6 本で，うち筆頭著者としては 3 本を発表した。  

・ 平成 31（2019）年度科研費に採択されるとともに（若手研究，「ゲノム編集技術を用いた糖尿

病性腎症発症モデルブタの創出」），令和元年度徳島大学・大鵬薬品工業基礎研究推進協議会・

がん関連基礎研究（「膵臓がんモデル動物作出技術の確立」），阿波銀行学術・文化振興財団 第

24 回助成（学術部門，「合併症研究を促進する高血圧モデルミニブタの作製」）に採択された。 

 

◆Karanjit 特任助教（第 4 期採用） 

① O2 や CO2 などの小分子を活性化させるための高活性で再利用可能なナノクラスター触媒の設

計と調製及び周囲条件下での多成分カップリング反応に関する研究 

② 斉炭素-炭素結合形成反応のためのキラル不均一触媒の開発に関する研究を実施 

③ 新たなインドール骨格構築法の開発研究を実施 

・ 論文 3 報が掲載された（2019 年度）。また，2 報が投稿準備中。 

 

研究戦略室 

インターンシップ 

プロジェクト小委員会 

テニュアトラック 

プロジェクト小委員会 
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・ 薬学実践英語講座（学部１年生：90 分 x 10），薬学英語特論（大学院生：90 分 x 15）の講義

を担当  
・ 国際会議招待講演１件（日本化学会主催アジア国際シンポジウム，2020 年 3 月） 

・ 2019 年度科研費に採択（若手研究，令和元〜2 年，直接経費 320 万円） 

・ 特筆すべき事項 

下記論文が最もダウンロードされた論文（月間）の一つに選ばれた。 

〇 A Concise Asymmetric Total Synthesis of (+)-Epilupinine, Tomohiro Tsutsumi, Sangita 

Karanjit, Atsushi Nakayama, Kosuke Namba, Org. Lett. 2019, 21, 2620-2624. 

 

◆黒田特任助教（第 6 期採用） 

・ 「転写因子 IRF7 による脂肪細胞炎症-代謝制御システムの解明」をテーマに，脂肪細胞におい

て肥満・メタボリックシンドロームに関連する転写因子，IRF7 を同定した。また，IRF7 欠損

マウスに対し糖・エネルギー代謝，遺伝子発現解析を行うことで IRF7 の生理機能を検討した。

さらに IRF7 によるエネルギー代謝調節の分子メカニズム解明に取り組むとともに組織特異的

IRF7 欠損マウスの作出にも着手している。 

・ 論文は，2 本掲載（英語原著論文（共著×１，筆頭×１）） 

・ 学部生，大学院生向け講義，実習及び研究指導を担当 

・ 平成 30(2018)年度から 2 年間，科学研究費助成事業（若手研究）に採択 

「脂肪組織由来分泌タンパク質による肝マクロファージ機能制御と NASH 病態への関与」 

 

◆松井助教（第 9 期採用） 

・ 空気圧を用いた人間支援装置の開発をテーマに，徳島大学医学部や，徳島県立工業技術センタ

ー，企業との共同研究を進める。 

・ 拘縮患者のための手首・手指伸展リハビリテーション装置の開発 

・ 糖尿病患者の神経性足潰瘍予防に向けた歩行支援装置の開発 

・ ワイヤ式空気圧シリンダの試作・検討 

・ 国際会議での発表を 1 件，国内の学会・研究会での発表を 1 件行った。 

・ 学部生向け講義，実習及び研究指導を担当 

・ 2020 年度科研費に申請中 

・ 論文 1 編執筆中 

 

◆長谷特任助教（第 11 期採用） 

・ 次世代フォトニクスに関する「多光子顕微鏡の新奇応用」，「赤外コム応用計測」などをテー

マに研究を実施中。 

・ 国内学会一般講演１件，国際学会一般講演 3 件の発表を行った。 

・ 国内学会招待講演 3 件（ポスト LED フォトニクス公開シンポジウム，医用分光学研究会，レー

ザー学会）の発表を行った。 

・ 原著論文について掲載１報（非筆頭・非責任著者），また筆頭著者として 4 報投稿準備中． 

・ 和文解説論文について筆頭著者として 2 報掲載。 

・ 2019-2020 年度科研費若手研究に採択（2 年 286 万円），また中谷医工計測技術振興財団令和

元年度技術開発研究助成奨励研究に採択（単年 200 万円）．その他 1 件財団助成金に申請中。 

 

また，令和 2（2020）年度 4 月以降に採用するテニュアトラック教員の分野について，研究戦略

室内で検討した結果，創薬理論化学分野で 1 名公募することが決定した。 
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なお，テニュアトラック教員の公募に際しては，特に次の点に配慮している。 

・ JREC-IN，コンソーシアム HP，本学 HP 等に，英語及び日本語の公募要領を掲載するととも

に，公募期間は原則 2 か月を確保するよう努力することで，幅広い人材を募る。 

・ 公募要領に女性研究者への支援を明記することにより，女性研究者の応募を促す。 

・ 公募期間の長期確保，英語版公募要領の作成，質問への英語対応等外国人研究者が応募しやす

い環境を確保する。 

採用後は，研究支援・産官学連携センターに配置している URA により，外部資金獲得に関する

サポート（公募情報提供，説明会開催，申請書作成支援等）等を行っている。 

 

［テニュアトラック教員採用数（計画）] 

  平成 26 

(2014) 

年度 

平成 27 

(2015) 

年度 

平成 28 

(2016) 

年度 

平成 29 

(2017) 

年度 

平成 30 

(2018) 

年度 

令和元 

(2019) 

年度 

令和 2 

(2020) 

年度 

令和 3 

(2021) 

年度 

 公募開始 公募締切 最終選考 採用日 応募分野 応募者数 

春着任  第 2 期 第 4 期 第 6 期 第 8 期 第 10 期 第 12 期 第 14 期 

秋着任 第 1 期(冬) 第 3 期 第 5 期 第 7 期 第 9 期 第 11 期 第 13 期 第 15 期 

徳島大学 0 1 1 1 1 1 1 1 

ｺﾝｿ全体 4 8 8 8 8 8 8 8 

 

 [テニュアトラック教員採用数（実績）] 

第 3 期 
平成 27(2015)年 

4 月 28 日 

平成 27(2015)年 

6 月 25 日 

平成 27(2015)年 

8 月 26 日 

平成 28(2016)年 

2 月 1 日 
家畜繁殖学 1 

第 4 期 
平成 27(2015)年 

10 月 13 日 

平成 27(2015)年 

12 月 28 日 

平成 28(2016)年 

2 月 29 日 

平成 28(2016)年 

4 月 1 日 
有機合成薬学 7(1) 

第 6 期 
平成 28(2016)年 

10 月 11 日 

平成 28(2016)年 

12 月 12 日 

平成 29(2017)年 

2 月 1 日 

平成 29(2017)年 

4 月 1 日 
ﾒﾀﾎﾞﾛｰﾑ栄養学 1 

第 9 期 
平成 29(2017)年 

12 月 28 日 

平成 30(2018)年 

4 月 2 日 

平成 30(2018)年 

7 月 19 日 

平成 30(2018)年 

10 月 1 日 
ﾛﾎﾞｯﾄ工学 3(1) 

第 11 期 
平成 31(2019)年 

3 月 28 日 

令和元(2019)年 

5 月 27 日 

令和元(2019)年 

6 月 27 日 

令和元(2019)年 

10 月 1 日 

次世代フォト 

ニクス研究 
2(1) 

第 12 期 
令和元(2019)年 

10 月 23 日 

令和元(2019)年 

12 月 24 日 

令和 2(2020)年 

1 月 16 日 

令和 2(2020)年 

4 月 1 日 
創薬理論化学 1(1) 

※（ ）は女性 

 

10-3-3. イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム 

(1) 長期インターンシップ 

平成 26(2014)年度から，毎年 2 名の長期インターンシップ派遣を目標として事業を進めてい

る。令和元(2019)年度は，前年度までと引き続き全学的に派遣者を募ったところ，第 10 期，第

11 期と応募があり，最終的に 1 名を国立研究開発法人産業技術総合研究所つくばセンター（つ

くば）に，1 名を株式会社ファーマフーズ（京都），1 名を日本テクノサービス株式会社（牛久）

に派遣した。なお，派遣先については，派遣する学生と受入先のニーズを踏まえた多様なもの

になっている。 
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[長期インターンシップ派遣（計画）] 

  平成 26 

(2014) 

年度 

平成 27 

(2015) 

年度 

平成 28 

(2016) 

年度 

平成 29 

(2017) 

年度 

平成 30 

(2018) 

年度 

令和元 

(2019) 

年度 

令和 2 

(2020) 

年度 

令和 3 

(2021) 

年度 

前期  第 2 期 第 4 期 第 6 期 第 8 期 第 10 期 第 12 期 第 14 期 

後期 第 1 期 第 3 期 第 5 期 第 7 期 第 9 期 第 11 期 第 13 期 第 15 期 

徳島大学 2 2 2 2 2 2 2 2 

ｺﾝｿ全体 6 18 18 18 18 18 18 18 

 

[長期インターンシップ派遣（実績）] 

 所属 学年 派遣先 派遣期間 

第 1 期 2 名選考のみ    

第 2 期 先端技術科学教育部 D3 三菱レイヨン(株)・広島 
平成 27(2015)年 93 日 

～12 月 3 日 

第 3 期 先端技術科学教育部 D1 (株)インフォマティクス・大阪  
平成 27(2015)年 11 月 9 日 

～平成 28(2016)年 1 月 9 日 

第 4 期 先端技術科学教育部  D2 ニタコンサルタント(株)・徳島 
平成 28(2016)年 6 月 10 日 

～8 月 9 日 

第 5 期 栄養生命科学教育部  D1 理化学研究所・兵庫 
平成 28(2016)年 10 月 1 日 

～12 月 31 日 

第 7 期 薬科学教育部 D1 東京都医学総合研究所・東京 
平成 30(2018)年 2 月 1 日 

～3 月 31 日 

第 8 期 先端技術科学教育部 D3 理化学研究所・仙台地区 
平成 30(2018)年 9 月１8 日 

～12 月 17 日 

第 9 期 地方創生センター 助教 北欧研究所・デンマーク 
平成 30(2018)年 12 月 29 日 

～平成 31(2019)年 3 月 29 日 

第 10 期 先端技術科学教育部 D2 
国立研究開発法人産業技術総

合研究所つくばセンター 

令和元(2019)8 月 20 日 

～令和元(2019)年 9 月 30 日 

第 10 期 先端技術科学教育部 D1 株式会社ファーマフーズ 
令和元(2019)9 月 9 日 

～令和元(2019)年 10 月 4 日 

第 11 期 薬科学教育部 D1 日本テクノサービス株式会社 
令和 2(2020)2 月 21 日 

～令和 2(2020)年 3 月 19 日 

 

(2) その他の活動 

博士後期課程学生のコミュニケーション能力の向上を目的として，毎年秋に未来博士３分間

コンペティションを開催している（＠広島大学）。令和元(2019)年度は，7 月 11 日に学内選考

会を実施し，昨年度を上回る日本語部門 6 名，英語部門 11 名（両部門出場者含む）の参加があ

った。本学からは，日本語部門 5 名，英語部門 4 名を，9 月 14 日の本選に派遣し，3 名が企業

賞を受賞した。 
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[未来博士３分間コンペティション 2019 参加者] 

 

 

(3) 特筆すべき活動 

コンソーシアムの連携機関への新規加入を促進するため，広島大学とともに事業紹介の為の

一般事業向けパンフレットを作成し，企業，機関への説明を積極的に行っている。令和元（2019）

年度は，本事業についての理解・関心を広めるべく，次のイベントに参加し，ポスター展示・

紹介を行った。 

・9 月 2７日 徳島大学社会産業理工学研究交流会（旧エンジニアリングフェスティバル）（徳島

市） 

・10 月 10 日～12 日 徳島ビジネスチャレンジメッセ 2019（徳島市） 

 

また，様々な分野の企業の研究者または人事関係者等を講師に招聘し，会社概要や研究開発

内容の紹介，研究者の業務，企業の求める人材像等について講演いただく人材セミナーを，令

和元（2019）年度は 3 回開催した。 

・第 90 回コンソーシアム人材セミナーin 徳島 

「島根大学発ベンチャーの取り組み―起業による benefits と研究推進」 

令和元（2019）年 7 月 18 日（研究支援・産官学連携センター，産業院，人と地域共創センター

と連携） 

・第 91 回コンソーシアム人材セミナーin 徳島 
2019 年度 徳島大学産業院セミナー 

令和元（2019）年 11 月 22 日（研究支援・産官学連携センター，教養教育院， 高等教育研究セ

ンター，地方大学・地域創生事業室と連携） 

・第 92 回コンソーシアム人材セミナーin 徳島 

「日本学術振興会（JSPS）特別研究員制度説明会」 

令和 2（2020）年 3 月 18 日（研究支援・産官学連携センターと連携） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため，中止しました。 

併せて，研究者としてのキャリアアップを目指す機会として，次のセミナーを開催した。 

・プレゼンテーション・ワークショップ 

令和元（2019）年 6 月 13 日（広島大学から TV 中継） 

・科研費セミナー 

－ 76 －



54 
 

令和元（2019）年 9 月 19 日（研究支援・産官学連携センターと連携） 

・研究倫理・コンプライアンス研修会 

令和 2（2020）年 3 月 3 日（研究支援・産官学連携センター，AWA サポセンターと連携） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため，中止しました。 

 

更に，博士人材を増やすための取組として，学生の意識啓発のためにコンソーシアムで作成し

た小冊子や，新 D1 の学生が自覚を持って大学院生活を送ることを狙って作成した「4 年手帳」を，

入学ガイダンス時に配布した。 
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11. 外部評価 

 

11-1．外部評価委員会 

若手研究人材養成担当では，外部の関連組織・有識者の方に外部評価委員を委嘱し，本システ

ムの外部評価を受けている。外部の方の意見を真摯に受け止め，より良い取組とするよう努めて

いる。 
平成 31（2019）年度は HIRAKU 事業の補助金が終了となり，独自経費で事業を継続する。独

自経費での運営が 1 年間経過した令和 2（2020）年度に，第 5 回外部評価委員会を開催する予定

である。 
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